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西中国・北九州の後期中生界の層序と構造

長　　谷 晃
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1　ま　え　が　き

e

｝
　山口県の西部から福岡県の北部にかけての地方には，一部半鍼成・おもに陸成の地層と，

諸種の火成岩からなる後期中生代の地質系統がよく発達する。これらは，西南日本の地史解

明の上に，また東亜大陸側の非海成層と日本側の海成層との関連づけの上に，重要な意義を

もつものとして注目されるが，それにもかかわらず，層序・化石・地質構造というような基

礎的な面の研究は，この地方がながいあいだ要塞地帯に属していたことと，素材自身のもつ

取り扱いにくさから，充分でなく，たとえば地質図も精度の高いものは数少く，日本の申生

界のうちでは，もっとも具体的知識に欠けたものの一つになっていた。それゆえにわたくし

は，九州大学・福岡学芸大学・広島大学関係の諸氏と協力して，この後期中生界をとりあ

げ，とく，に基礎的な層序と化石の研究を進めてきた。

　多量の火山噴出物を伴うこと，厚さや相の変化が多いこと，化石の産出が限られること，

しばしばホルンフェルス化していること，ひんぱんな摺曲や断層をもって地質構造も簡単で

ないこと，基盤岩類の露出・火成岩の貫入・新期地層の被覆などのために分布も連続的でな

いこと，こうしたことが障害になって，層序の取扱いをかなりの程度むつかしくしている。

わたくしのこの研究にも，まだいくつかの問題，とくに化石の資料を増すことや，火山層序

学的研究を進展させることなどが残されているが，従来にくらべればかなり諸種の知識を進

めることができたので，これまでの仕事に一段階をくぎり，以下地質図・柱状図・断面図な

どをそえて，各地区ごとに層序と構造を記載し＊，全体の整理と総括を行って対比論や地質発

＊ 化石の記載は別に準備する。
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達史にも若平の考察を加えたいわけである。＊＊＊

　研究史　　初期の研究としては，井上禧之助（1896）の論文や，鈴木敏（1893・1906）・

巨智部忠承（1903）の20万分の1地質図幅並びに説明書がある。硯石統（層）の名称は，巨

智部によって提唱されたと井上の論文にみられるが，はじめは，いろいろな時代の地層をふ

くむ漠然としたものであった。小藤文次郎（1906）は南朝鮮の慶尚層群と硯石統との共通性

を指摘して，両者の分布地域を対馬盆地とよんだ。硯石統を矢部長克（1920）は，ジュラ系

豊浦統をのぞいたその上部の累層に限るべきことを提案したが，小倉勉（1922）は7万5千分

の1山自・小串地質図幅並びに説明書の中で，後述する吉母の貝化石から，これを三畳系と

し，大嶺のレーチック階の上においた。小沢儀明（1925，28）は，硯石統が豊浦統およびそ

れ以前の地層を顕著な不整合におおうことから，後期中生代の造山運動を認め，その時期を

ジュラ紀末とした。こうして硯石統は白要系だけに限定されるようになり，矢部は“Creta・

ceous　stratigraphy　of　the　Japanese　lslands（1927）”申にそのころまでの知識をまとめた。

　下関の北方・吉母浜の貝化石については，横山又次郎（1902）がSchizoduSまたはMγePltoria

に似るものの存在をのべ，巨智部は角島図幅説明書のなかで，同様の貝層が東方・燕木峠に

もあって，そこではジュラ紀菊石および植物化石層よりも，層序的には新しいもののようで

あるという疑問を提示しながらも，横山の記事から吉母貝層の時代を三畳紀とした。下って

小林貞一は吉母のちかくに01ilYChiOPStS　cfr・eZoη9αごαを発見し，さらに（1931）吉母貝化石

群が外帯の領石貝化石群の要素をもつことをのべ，この貝層を豊浦統の最上部にいれた。こ

れにたいし大石三郎（1933）は，長尾巧の鑑定により，手取と領石のどちらにも共通性はす

くないが，むしろ手取統のqγrαZα化石群に対比されそうであるとして，この吉母貝層をす

ぐ下位の清末植物化石層とあわせ，豊浦層群とは別に清末層群をもうけた。鳥山隆三（1938）

は小林の考えをつぎ，小林も鈴木好一とともに（1939），ふたたびこの半蛾性化石が領石貝化

石群ことに八代地方のそれに酷似することを，くわしい記載とともに論述した。

　福岡県直方市の西南方・脇野付近の中生層から貝化石のでることは，長尾巧（1929）によ

って報告されたが，小林は太田勇（1936）や昭和13年度東大中期生（1940）とともにこの地

屈を調べて脇野層とよび，鈴木とともに（1936）特長的な淡水性化石を記載して，南鮮の洛

東貝化石群に対比されることを示した。

　このようにして，後期中生界下半部についての知識，とくに古生物学的なそれは，大陸側

の非海成申生界の研究の進展（立岩巌1925，29，小林・鈴木1936，鈴木1940・43・49，小林・

木戸祐邦1947，小林・鈴木・高井冬二1942）とあいまって，かなり明確になったが・上半部

すなわち硯石統プロパーについては，それほどの進展をみせず，竹原平一（1936，37）の門

司および厚狭付近の調査がある程度である。また中生代後期の火成活動については，加藤武

夫（1920，32）・鈴木醇（1932）らの研究がある。小林はいろいろな機会にこれらの中生界の

層序論・古地理論・構造発達史について論じ，とくに“The　Sakawa　Orogenic　Cycle　and

its　Bearing　on　the　origin　of　the　Japanese　lslands（1941）”に，それまでの知識を集大成し

て，西南日本内帯におけるいわゆる大賀造山運動は，吉母・脇野間に激動時階にたっしたと

＊ 地形図：20万分の1山口・小串・小倉；5万分の1萩・山口・仙崎・西市・船木・阿川・小串・安

岡・小倉・行橋・直方参照。（ほかに2万5千分の1もある）
＊＊ 本論文における行政区画は1953年3月当時による。
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結論した。

　第2次大戦後，松本達郎（1949）は，一’く石の清末層群にほぼ相当するものを豊西層群と名

づけて，豊浦層群から画然と識別し，その上のいわゆる硯石層群は上下2亜層群に分けられ

ることを暗示し，地殼変動史については，ジュラ末期から白璽中期ころまでのながい期間が

全体として変動時代であり，その間に構造的変形が逐次進行していったという新知見を発表

した。っついて（1951）北九州・西中国の新・中・古生界の地質構造についても論ずるとこ

ろがあった。高橋英太郎（1950，57）は山口県の硯石統の予察と豊西産植物化石り研究をは

じめ，太田喜久（1953，55）は模式地とその付近の脇野層群を再検討して層序と構造の知識

をあらたにし，遠藤尚は清末付近の地質と植物化石をしらべ，植田芳郎・小原浄之助ら（1951，

57）は硯石層群の模式地・下関付近を調査し，応地善雄（1952）は凝灰質岩の化学分析をお

こない，今村外治・楠見久（1951）は広島・岡山県境にちかい稲倉村のいわゆる硯石層群か

らEstherttesと貝化石の産出を報じた。こうして後期中生界の再吟味ないし新規の研究が，

とくに野外調査を重視しながら，いく人かの分担協力によって続けられるようになり，わた

くしも（1948，49，50，51，52）その一員として全般的な層序と化石の研究をはじめた。松

本（1951）は地層命名の観点から，広義のいわゆる硯石統にたいし関門層群の名をあたえ，

その中を下部の脇野と上部の下関（すなわち狭義の硯石プロパー）の2亜層群に分けること

を提案し，“The　cretaceous　system　in　the　Japanese　Islands（1954）”の中の一章で，総括

的記述と論議を行った。しかしこの綜合的著作には扱われていない各地の地質についての具

体的資料がたくさんあ＼り，その後の新事実もあらわれているので，ここに本稿をまとめる。

　謝辞　　この研究を行うあいだ，野外・室内を通じて激励と助言をあたえられ，九州大学

関係の資料をかしてくださった松本達郎教授，フィールド各地の調査や貴重な資料の交換な

ど協力をおしまれなかった福岡学芸大学太田喜久氏にまずふかく感謝する。九州大学卒業な

いし進級論文として本地域の一部を調査された遠藤尚・滑石直幸・井上正昭・近藤善敬・植

田芳郎・小原浄之助・嘉村豊その他の諸氏，広島大学卒業ないし進級論文としておなじく調

査にあたられた梶野章喜・済川要・故一ノ瀬英二・岡本和夫・胤森礼儀・濡木輝一・東元定

雄・小野孝・佐々木清和・佐竹光春・重岡幸子・玉井康夫・長岡幸雄・永富精・横山鶴雄の

諸氏にもおおうところが多い。東京大学小林貞一教授・広島大学楠見久氏・千葉大学前田四

郎氏は要地を検討のうえ，激励と有益な意見をよせられた。広島大学の迎三千寿・秀敬両氏

には野外調査ととくに岩石鑑定に，中野光雄氏には調査に助力をねがい，そのほか教室研究

員各位からも諸種の批判と援助をいただいた。貝化石の研究には松本達郎教授と京都大学黒

田徳米博士から勧告と暗示をいただき，植物化石は山口大学高橋英太郎教授に，魚化石は東

京大学高井冬二教授に鑑定をねがった。

　野外調査にさいしては，関係市庁・町村役場・小学校・貝島炭鉱大之浦鉱業所・明治鉱業

九州支社その他多くの現地のかたがたの個人的好意と便宜にあずかった。また本研究には文

部省科学研究費および山口県庁による同県20万分の1地質図作成のための調査費の一部が使

用された。

　おわりに，広島大学今村外治教授にはかずかずの激励・助言とともに本稿の校閲をねが

い，濡木輝一・横山鶴雄・加藤節馬の3氏には図表の製図を手伝っていただいたことを銘記

し，以上すべてのかたがたに心から感謝する。
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II層　序　の　要　約

　かっては一連のものだったにちがいない後期中生代諸層群の現在の分布をみると（第1

図），福岡県では断続的であって，筑豊炭田の西側に，ノく島一一地ノ島一一孔大寺山地区のもの，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Sf’E

N
7

第1図　西中国・北九州の後期中生界の分布図

旧山口村地区のもの，脇野地区のものが，おのおのの間に鞍手型花歯閃緑岩類を介在して北

から南へならび，炭田の中央に百合野地区のものが孤立し，炭田の東側に若松西方山地と八

幡一小倉南方山地のものがある。ここから南北性断層で北東へ変位されて門司一下関地区に

あらわれ，山口県ではより連続的になって，豊西一内日地区と，あいだに小串花閥岩や粉岩

の露出をおいて，西市一滝部一俵山一一三隅一萩の一帯にひろく分布する。このほか厚狭北方

山地や小郡西方山地に孤立的なものがある。

　これらの地層を，分布と層序関係・岩相・粗粒岩から細粒岩への堆積の輪廻・火山活動・

化石など，利用されうる資料のすべてを綜合することによって整理すると，第1図版に示す

ような層序の要約が結論としてえられる。以下各地区ごとに地質を記述するにさきだち，こ

の層序表をかかげておく。（第1図版）
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脇野地区の脇野亜層群柱状図
　（太田・松本による）

第2図　柱状図凡例

211醗繊徽離誉
20　非整合
19　安山岩

18　凝灰角礫岩

17　凝灰岩

16赤色ないし雑色砂岩・頁岩
15赤色ないし雑色礫岩

14火山質礫岩
13　凝灰質様砂岩

12　珪質ないし凝灰質様頁岩
11石灰岩レンズ
10　石灰質ノジュールの多い部
9　頁岩。砂質頁岩

2｝砂頒糊撤欝量）

5　砂岩

4　含礫ないし礫質砂岩

3　礫岩
2　不整合
1　基盤岩類

III各　地　の　地　質

A　脇　野　地　区

　直方市の西南方約10km，脇野（宮田町）・笠置山

の一帯に発達する中生界の層序と構造については，

太田喜久（1953）のくわしい記述があり，T．　MATSU－

MOTO（Editor　l　954）の“The　Cretaceous　System　ill

the　Japancse　Islands”にも概要がのせられている

が，この層序は脇野亜層群の基準になるものだか

ら，ここにも上の論文から要点を抄録しておく方が

よいとおもう＊。

　脇野亜層群

　古生界の相田層を顕著な傾斜不整合をもっておお

う厚さ約1000mの累層，おもに砂岩と頁岩（黒色頁

岩が多い）からなり，局部的非整合と薄い礫岩をも

ってはじまる堆積の輪廻および凝灰質様岩ないし珪

質岩の量によって，次の4層（formation）に分けら

れている。（第3図）

＊ おもなルートは，わたくしも実地に検討した。



6 長　　谷 晃

　

　　0　　　　　　　500　　　　　　巳000　　　　　　　　　　　　　　2000m，．

1212ma閃緑岩　一．・Alr－’向余粥i

圖現　岩　＿k…・　J一脊斜軸

囲相田層　＿一断層

×1化石産地および産地番号

Wしaその他の記号は本文の層序記号に対応

第4図　脇野地区の化石産地（地質図は太田喜久によりわずかに加筆、
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Wl千石層　350m
　a　力丸基底礫岩：チャート・砂岩・石灰岩などの細・中礫からなり，基質は緑色ときに

　　赤紫色凝灰質様。同色の砂岩をはさむ場合もある，3～30m。

　b　青灰色砂岩が主でうすく黒色頁岩をはさむ，40m。

　c　黒色頁岩を主とする千石層の主部。頁岩には層面に斜交するスレート状の割れ目がよ

　　く発達し，層面に平行なlaminationの著しいものもある。　c1頁岩，50m，　c2青灰色細

　　粒砂岩が主で少量の頁岩をはさむ，40m，　c3頁岩が主で少量の砂岩と不純石灰岩レン

　　ズを伴う，180m　と重なる。

　d　細粒砂岩と頁岩の互層。頁岩にはIaminationがよく発達する，40m。

Wm　如來田層　100m
　a　基底に礫岩があって千石層と局部的に軽微な非整合，礫岩は多量の石灰岩礫をふくみ，

　　基質は緑色ないし赤紫色凝灰質様で，厚さ約5m。つづいて同色の凝灰質砂岩に漸移し，

　　全体の厚さ50m。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　b　緑灰ないし青灰色細粒砂岩と頁岩の互層，50m。

Wu若宮下部層400m
　a　基底に約2～10mの礫岩があって如来田層と軽微な非整合。つづいて細粒青灰色砂岩

　　を主とし，黒色頁岩をともない，珪質頁岩の薄層をわずかにはさむものがくる。全体の

　　厚さ100m。

　b　黒色頁岩を主とし，薄い砂岩をはさむ，200m。

　c　暗色砂岩と黒色頁岩からなり，石灰岩レンズ・珪質頁岩の薄層をわずかにはさむ，

　　100m。

Wum　若宮上部層　200M
　a　基底に1～5mの礫岩があって下位層と軽微な非整合。つづいて砂岩と頁岩。

　b　砂岩と頁岩の互層で珪質頁岩の薄層をよくはさむ。

　化石については，T．　KOBAYASHI・K．　SUZUKI（1936）の研究があり，5種が千石層から

記載されたが，これに追加すべきものが若干ある＊。（第4図）

　千石層の化石は第1表の通り。

　若宮下部層でも，産地ll千石北西の山腹（宮田町）・12力丸北東から上金生方面へでる山間の小

道（若宮町）一一一いずれもWubの下部一に

　　Brotiopsis　wαkt’7zoensis　ryohoriensis　SUZUKI

が豊富であり，このほか太田喜久はほぼ同層準からTrigonioidesとPZicatounio　naktongensis

KOBAYASHI　and　SUzuKIを報じている。

　脇野と南朝鮮の洛東（K．SUZUKI　1943）の両貝化石群の酷似性はより明確になったが，個

々の種の層序的産出についていえば，両地間で，見かけ上の現象としては必ずしも調和的で

ない＊＊。時間的分布についての総括的なことは最後の章に述べる。下位から上位までのいろ

＊わたくし自身の採集品のほかに，太田喜久氏および相羽淑・久綱正典両氏の採集品をみた。
＊＊千石層と若宮下部層の両方から多産するB．　ZV（rkinoensi∫　ryOhoriensisは，南朝鮮では今のところ洛東

下部に知られるだけだし，洛東では上部にしか知られないP．　naktongensis　ntultiPlicatusは，千石層からす

でに現われる。しかしこのような不調和は採集の偶然性による疑が多い。
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第1表　脇野地区の千石層産化石

層準

産地

Brotiopsis　wαhinoensis　rγohoriemsis　SuzuKI…・…………・・

B。　　aff。ωαkinoensis　roroltt》riensis　SUZUKI………………

．B・　　cfr・乃oゐの・αshii　SUZUKI＊＊　・…・…・……・・……………・

Trigonioides　kodatrαt　KoBAyAsHI　and　SuzuKI…・・…・……

Plicαtounio　nα乃tongensis　KoBAYAslll　and　SuzuKI・・……・

P．　　　　　nαktongensis　multiplicαtus　SUZUKI……………

P．　　　　triαn8ulαris　KoBAyAsHI　and　SuzuKI…・……・・

P．　　　　　　sp．　nov．？・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・…　。。・・・・・・・・・・・・・…　。・・

Paranodoπta　otαi　KoBAyAsfii　and　SuzuKI．．．．．．．．．。．．．．．．．．．．．

Cfr∴Nakαmurαnαiα　chingshαnensis（GRABAU）……………

Limnopernα　s（m80kuensis　HAsE　MS＊＊＊……………・…・・…

Pelecypoda　gen・et　sp．　indet．　nov．　P………・……・・………

Euestheriαsp。’ （kγδit8sαngensis　group）………・・……・……

千
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C　A　A　AVAVAA　A　C
－一　一　一　一VR　－　一　一　一　一

VA　VA

一一一＿ R－一一一＿
一　一　一一　＿　C　－　VR　－　一　一

＿ 　一　一　＿？VR－　一　一　一一

＿　一　一　一？VR－　一一一一　一　一　＿

一 ）一　一　一？VR　VR－　一　一　R

－
　　一・　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　C　　－

一一一一一一一一一 R－
一 　一　一　　一　一　一　一　一　一　　R　．＿

　　R

　　C

　　C

　　R

－　X
　　VR

　　VR

　　VR

VA：very　abundant　A：abundant　C：common　R：rare　VR：very　rare
X：T．KoBAYAsHI・K．　SuzuKI（1936）による。

＊ 千石層からにはちがいないが，正確な産地の不明なもの。

＊＊ みかけ上はkobαγαshiiの小さなものと変らない多数の未成年殼が，よくrγoliori‘msisの成年殼と

いっしょに産出する。rγohOriensiSはその個体発生の初期にkobαγαshii的な形態をとるものであるか

ら、これらの未成年殼も共産関係からrγoT｝orie　zsisのそれとみるべきであろう・。それとは別に、本当

の肋6αッα5膨に比較されそうなものがごく少数ある。
＊＊＊T・　MATsul　IOTO（Editor’　1954）のTable　31にVolseUα　sp．とあるもの。

いろの場所から圧倒的1こ多数の個体がえられるB．　wαkinontsis　ryohoriensisの形態の変異につ

いては，かなりくわし．く調べてみたが，特定の層準が特定の型で代表されるような，層準によ

る変異の明瞭な差は見出しにくい。ただ産地9（Wld）のr　yo7iorierzsisがすべてB・　kobαorαεltii
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との中間的な型＊であったこと，産地12（Wub）でも中間型が比較的多かったことを書きと

どめておく＊＊。

B　百　合　野　地　区

　脇野の北東・直方市のすぐ西に，北西側を花闘閃緑岩に貫入され，ほかの三方を古第三系

にとりまかれて，百合野（宮田町）・六ケ岳を中心とする中生界がある。松本達郎・長谷晃・

太田喜久＊＊＊（1949，’50）の研究によると，その層序と構造はつぎのようである。（第2・3図版）

　1．層序
　脇野亜層群

　Wl千石（相当）層　地区の南端・御徳には，砂岩・チヤート・変輝緑岩などからな

る相田層相当の古生界がせまくあらわれるが，それとの関係は古第三系の被覆のため観察さ

れない。千石相当層は厚さ約350m，おもに青色ないし淡緑色（一般によく風化して黄灰色

や桃色になる）の細粒砂岩と黒色ないし暗青色（風化すると黄灰色）の頁岩・砂質頁岩から

なり，石灰岩レンズをふくみ，ごくまれに礫岩と細粒珪質岩をはさむことがある。標式地の

千石層と，全層厚において，また石灰岩レンズをともない珪質ないし凝灰質様岩はとるにた

らない程度しかない点において似ているが，標式地では黒色頁岩を主体とするのにたいし，

本地区では頁岩よりも細粒砂岩のほうが優勢である。店屋一尾勝一兵舟では，つぎのような

層序が，下から上へたてられる。　　　　　　　　　　　　・

　　　一基底不明一一　　，

　b　黒色ないし暗青色頁岩と青色細粒砂岩，80m。

　c　細粒砂岩と頁岩に，一部は白色結晶質・一部は不純ないくつかの石灰岩レンズがふく

　　まれる。b・cとも頁岩には層面に斜交するスレート状のわれ目がよく発達する，40m。

　　　一・一一断層？一沖積層の被覆一

　d　細粒砂岩と頁岩の互層。塊状のものもあるが，ひんぱんな細互層が多く，まれに礫質

　　砂岩の薄層をはさむ，厚さ40m。植物破片と不良貝化石をごくまれに産する。

　e　塊状ないし成層の細粒砂岩が主で，頁岩をすこしはさむ，50m。

　f’細粒砂岩と頁岩の互層。下位に珪質の層灰岩様薄層がある，35～70m。

　g　主部はむしろ塊状の細粒（ときに粗粒）砂岩が主，最上部に貝化石を産出する砂岩・頁

　　岩互層がくる，70～100m。　d－9を通じ剥離性にとむ縞状の頁岩がときどき発達する。

　鶴田から竜徳・庄谷（犬鳴川以西）の方面では，9ないしf－9の部層があらわれているら

しく，砂岩と頁岩からなり，ごく薄く礫岩と細粒珪質岩がはさまれる。

　Wm如來田（相当）層　　標式地の如来田層と同様，黒色頁岩の多い脇野亜層群中では

特長的な累層で，標式地におけるような赤紫色岩はないが，かわって珪質頁岩がよく発達す

ee 普通の型にくらべると，　kobavashH的な縦の肋が顕著になるが，その上に疵が弱いながらもあること

でryohorlensisにふくめられる。

撒 脇野の北西・旧山口村地区の千石相当層（太田喜久・古川和代1953：日本地質学会西日本・関西
両支部合同例会講演）から太田の採集した化石をみせてもらったが，すべてB・ωakinoensis　rYohoriensis

SUZUKIであった。
÷e“ex 化石は全部わたくしが調べた。　　　　　　　　　　　　　　’
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る。これは暗灰・青灰・淡緑・乳白などの色調を示し，10cm～lm程度によく成層し，一部

には葉層理がいちじるしく，一見凝灰質様＊の外観をする。なかに石灰質なものも多く，連

続性のよくない小礫礫岩も薄くはさまれる。普通の砂岩・黒色頁岩もあり，貝化石とごくま

れに植物破片を産出する。全体の厚さ200～350m。千石相当層との関係は整合的であり，場

所によって基底に小礫礫岩をもったり，基底面直上ではなくても，それに近い位置に礫岩を

伴ったりすることは多いが，非整合を示す事実は観察されなかった。

　犬鳴川以東の丘陵地帯では次のように上下に2分され，それは標式地における区分によく

似る。

　a　珪質岩の発達の顕著な層：岩相はかなり変化し，川東ではほとんど珪質岩だけからな

　　って厚さ約120m，百合野の南では普通の砂岩・頁岩の方が優勢で珪質頁岩や濃緑色凝灰

　　質様砂岩を薄層としてはさみ，推定の厚さ150m，尾崎では珪質岩を主とする層（a　1，

　　3，5，7）と普通の砂岩・頁岩を主とする層（a2，4，6）が，おのおの20～数10mの厚さをもって

　　交互する。川東の礫岩には石灰岩礫が含まれ，百合野の南には石灰岩の小レンズがある。

　b　珪質岩を含まない層：典型的な如来田相当層から若宮相当層への移過的な岩相。百合

　　野では，偽層や水中の滑動による堆積異常構造の発達する頁岩・砂岩・礫質砂岩の細互

　　層約20mを中部にして，その下と上にそれぞれ30mと50m位の厚さの，塊状ないし厚く

　　成層し，よく風化して黄灰～赤褐色をしめす細粒砂岩がある。

　犬鳴川以西の六ケ岳山塊では，露出が断片的すぎることと，地質構造が単純でないことの

ために，層序・層厚とも明確さをかく。珪質な層灰岩様岩石をいろいろの層準にかなりひん

ぱんにはさむが，全体としては，普通の砂岩・頁岩の方が量的に優勢な交互層からなり，基

底部～下部に小礫礫岩を伴い，石灰質ノジュールをふくむことも多い。

Wu若宮下部（相当）層　　標式地の若宮下部層と同様，頁岩と砂岩のいろいろのオー

ダーの互層からなり，砂岩より黒色頁岩（剥離性の著しいものもよくある）の方が量的に多

く，下部に細粒珪質岩の薄層をはさむことまで標式地に似る。上部は摺曲をくりかえすた

め，層厚は明確さをかくが，おおよそ600mと算定される。如来田相当層との関係は，まれ

に2m内外の小礫礫岩が基底にあるほかふつうは礫岩をみず，漸移整合的である。

　百合野の北と手向山一上新入の道ではつぎのような層序がみられる。

　a　砂岩（ときに礫質）と頁岩の互層，基底部にちかく貝化石層がある。厚さは北西断層

　　の東で30m，西で80～120m。

　b　塊状砂岩，厚さは20～30mにすぎないが，連続性がある。

　c　一般によく成層した頁岩層ないし頁岩・砂岩のひんぱんな互層で，ときどき塊状の砂

　　岩をはさみ，貝化石層がある，250～300m。

　　　一向斜一古第三系被覆一
　六ケ岳山塊北斜面から剣岳一帯にも，頁岩勝ちの砂岩・頁岩互層が分布し，如来田相当層

に近い部分に細粒珪質岩の薄層・葉層を徳さむことがある。

　以上，本地区の脇野亜層群は，珪質頁岩の発達で特長づけられるものを中にして3層に分

＊検鏡したもののなかに，斜長石と正長石が多く，石英も少量あり，変成岩類の岩片をかなり含むもの

がある。基質は凝灰質様にみえる部分もあるが，明らかにそうとは確認できない。
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けられ，おのおのは基底に礫岩をもつこともあるが整合的に電なり，岩相と層序関係から脇

野地区の千石・如来田・若宮下部の各層に対比されることをのべた。若宮上部層に相当する

ものは，露出の範囲ではみられない。

2．　化　　石

　いくつかの化石産地があたらしく見つかり，第2表のような属種が明らかにされたが，個

体数は特定の産地ではきわめて多いのにたいし，種数は少い。脇野地区に特長的だったBro－

tLopsiSωαkinoelzfsis　7’　yo・IZO7’ie7zsi3が，本地区では現在のところまだ発見されない＊。かわって

9 500 旧09 2060　M．

　　　　　　　　　　　×13：化石産地および産地番号

　　　　　　　　　　　（×）：転石

　　　　　　　　　　　Wlaその他の記号は本文中の層序記号に対応（点は古第三系　Vは粉岩）

　　　　　　　　　　　　　　　第5図　百合野地区の化石産地

ViVt：pα7’zL：s　o｝　togoc”slsとA励αノnesrα1zazla　chi　ngshαRens，i3がおおく，前者は南朝鮮では洛東下部

＊小倉地区の千石相当層からは多産するから，今後見出される可能性がある。
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第2表　百合野地区の脇野亜層群産化石

層準

産地

ア痂Pαr拐s（Sinotαiα？）onogoensis　KoBAyAsHI　and

　　　　　　　　　　　　　　SUZUKI＊＊．＿．．

Cfr．　Bulimus　rakutoeπsis　SUZUKI．．＿＿＿＿＿．

Brotiopsis乃oろαorαshii　SUZUKI…・…・………・・…・・

B．　　　　　kobαγαshii　siπs　｝tlterrsis　SUZUKI………

B．　　　　　sp。…　………　。・。…　……　……・・・…　………

ハ「akamuranαiα　cんingsゐαnensis（GRABAU）・……・・

Clαdophlebis　sp・…・……・6……・…る・………………
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VA・A・C・R・VRは第1表の場合とおなじ。　　＊転石。
＊＊二7あ‘pαrπs（Sinotaiα？）keis　yoθnsis　SUZUKI百合野地区だけにかぎらず、脇野亜層群産の7iviparusに

は，手取層群から記載されたV．（S．　？）onogoensis　KoBAyAsHI　and　SuzuKI（1937）に同定されるものと，

洛東統から記載されたV．（S．？）keisγoensis　SuzUKI（1943）に同定されるものの2つの型があるが，両型

は，中間的なものをとおしてまったく連形的であり，ほとんどつねに同一産地から共産し，同一種にふ
くめられる。

に普通な種であるが，ここでは脇野上部に多産し，後者は南朝鮮の場合と同じような分布を

しめす。Biotiopsts　kobαyashii　sinsγzsensisが若宮相当層にかぎって多産することにとくに注意

しておきたい＊。（第5図）

3．地質梼造
　申生界の一般走向は北東東から東西にちかく，ときに北西に走り，傾斜はおおむね30°，地

ee 百合野地区だけについていえば，　B．　kobayash｛iが乃o∂妙侭競鋤卿θη∫‘∫よりも下位に分布し，それは南

朝鮮における産出順序と符合するようにみえるが，小倉地区などでは両者はおなじく若宮相当層から産

出するから，kobayashiiの層序的分布は脇野全体にわたることになる。ただkobaPtashii　sinsvttensisの方

は，西日本と南朝鮮を通じ，現在のところ脇野一洛東の上半部からしか知られていない。この亜種は，

kobayash“と生長の初期の段階では違わないが，後期に縦の肋がほとんど完全に消失することを特長と

し，この形態上の性質は層序的産出に調和するようにおもわれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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区の南端・店屋付近に最下部層があって，はじめは北に向かい順次上部の層が重なるが，ま

もなく犬鳴川にちかづいて向斜をつくり，それからは緩傾斜ないし中程度のつよさの非対称

的摺曲を数回くりかえして，地区の北端・剣岳に達する。基盤を遠ざかった神崎・剣岳方面．

では局部的に60°前後の急傾斜をしめすこともある。摺曲軸は北東東方向に走り，東にかたむ

く。これらの主摺曲にともない，より小規模な副摺曲もところどころに観察される。

　摺曲構造をきって断層があるが，もっとも表現のいちじるしいのは，北西系断層で，これ

を境にして北東側の中生界と南西側の古第三系が接する。この断層は，中生界と古第三系の

変位量からみて，古第三系堆積前にすでに中生界に存在していたものが，のちにふたたび動

いたものであると松本達郎（1951）によって指摘された。このほかに地層の変位は大きくな

いが，北東～北北東系のものがほぼ同じオーダーの間隔をおいて週期的にあらわれ，尾崎で

は東西にちかい断層もみられる。

　脇野亜層群をつらぬく貫入岩類としては，班岩（guartz－bearing　hornblende　porphyrite

・ guartz－bearing　augite　hornblende　porphyrite一いつれもalterationをうける）が岩脈・

岩床その他いろいろの形と大きさをもって諸所にあらわれ，とくに六ケ岳山塊に多い。本地

区の北西部には花闘閃緑岩が，周辺部に細粒優白質の小岩脈をともなって，申生界の構造］C

discordantに貫入し，ひろく六ケ岳一円の中生界と粉岩に熱変成をあたえており，地区の南

端には相田層をつらぬき，それに熱変成をあたえる黒雲母花嵩岩がある。このほか法花寺・

山持・六ケ岳東部の谷などには，輝緑岩ないし粗粒玄武岩の小岩体がみられ，法花寺のもの

は北東性断層によって破砕される。

　　　　　　　　　　　　　　　C小倉一八幡地区

　小倉・戸畑・八幡三市の南方山地にはかなりひろく中生界が分布し・iJ）林貞一（1936）は

小倉市道原付近からBrotia　wαk’inoθnsis　KOB．　and　SUz．の産出を報じたことがあるが，この

中生界の地質について詳しいことはほとんど知られていなかった。第2次大戦ののち，九州

大学の進級論文フィールドとしてこの地が選ばれ，新しい化石産地がいくつか発見された。

これらの化石層の層序的位置と化石内容を，全体の層序と構造の解明のなかにとらえること

を目的として，わたくしはこの地区の東半部を調査した（太田喜久・長谷晃・松本達郎1949，

太田・長谷・井上正昭1951）。地区の中部には合馬・田代を中心に，粉岩を主体とする火成岩

類が東西の方向にいくらかのびて分布し，それによって南と北の2地域が区別される（以下

それぞれ南域・北域とよぶ）。南域の道原付近については太田喜久（1955）の論文があり・いず

れ本地区全体にわたるくわしい地質の記載も行われるであろうから，ここには化石＊につい

て新しくとりあげ，あわせて西中国・北九州全域の層序と構造の総括に必要な範囲で地質の

概要を，前記の共同調査からのべておきたい。（第4・5図版）

　1．層序
　脇野亜層群

　W1千石（相当）層　チャート・砂岩・粘板岩・凝灰岩などからなる古生界の相田層

＊化石は、おもにわたくし自身の採集品に九州大学進論（滑石直幸・井上正昭・嘉村豊の諸氏）の採

集品を加えて、わたくしが調べた。
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を顕著な傾斜不整合をもっておおう＊。

　基底部には礫岩がいちじるしく，その礫は古生界のチャート・砂岩・粘板岩などで構域さ

れ，なかにほとんど石灰岩礫（徳力ではフズリナ化石を含む）だけからなるようなところも

ある。礫岩の基質はときに赤紫～緑色凝灰質様で，同色の砂岩・頁岩もはさまれる。徳力の

基底面のすぐ上には石英安山岩起源の淡緑色凝灰岩＊＊があった。

　主部は砂岩・頁岩の互層（砂岩優勢，石灰質砂岩・縞状頁岩がある）からなり，基底部に

ちかく化石層が追跡される。

　全体の厚さは新月で150m－，櫨ケ峠・道原で250m士，北域にはあらわれない。

　以上を標式地の脇野地区に比較すると，基底部の礫岩は力丸礫岩によくにるが，全体とし

ては脇野地区のように黒色頁岩が優勢でなく，全層厚もいくらか薄い。

　　Wm如來田（相当）層　新月の南方と春吉では，薄い礫岩を基底にもって，千石相

当層上に重なるが，非整合的なものは観察していない。石灰質あるいは珪質＊＊＊，かつ凝灰質

様のみかけをした細粒砂岩・頁岩が特長的で，ふつうの砂岩・頁岩と互層あるいは移化しあい，

ときに石灰質ノジュールにとみ，・非連続的なうすい礫岩や赤紫～緑色層＊＊＊＊をはさむことが

ある。珪質～石灰質岩は，青灰・淡緑・乳白・暗色などの色が層状にかさなりあったり，不

規則にいりまじったりし，一般によく成層して葉層理をしめすこともおおく，その岩質と成

層状態はとくに百合野地区の如来田相当層に酷似する。厚さは南域で約200m，北域では変

形のため明確さを欠くが，250～300mと推定される。北域の比較的上部からむしろまれに貝

化石がでた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　Wu若宮下部（相当）層　　太田によれば，紫川河床に基底の礫岩と侵蝕面が観察さ

れるといわれ，中川原北方の県道（化石産地29）でも，厚さ2～3m程度の2枚の礫岩（チ

ャート・石灰岩の礫がおおい）を基底にもつが，そこでは直下の含赤色岩層とのあいだに侵

蝕面らしいものはない。山本南部（化石産地26）では，おなじく如来田相当層最上位の含赤

色岩層上に含貝化石頁岩層がくるが，あいだになんら礫岩をみない。

　砂岩と頁岩のいろいろの程度の互層からなり，比較的塊状のものからこまかく成層するも

のまである。砂岩は青灰～淡緑色，細粒から粗粒のものまであるが，細粒砂岩がおおい。頁

岩には暗青～黒色のもの・縞状のものがよくみられ，往々にしてスレート状のわれ目が発達

する。石灰質ノジュールにとむとくろがあり，凝灰質様岩はほとんどなく，全体としては砂

岩よりも頁岩の方が優勢で，脇野地区の若宮下部層ににる。

　厚さは北域で200～300m＋，南域では下関亜層群に直接おおわれるために，100m位じか

ない。前記中川原の礫岩中にはさまれる縞状頁岩から，魚と貝蝦化石を産し，その他諸所に

貝化石を多産する。

　Wum若宮上部（相当）暦　　下部に礫岩層をもって北域の若宮下部相当層上にかさ

＊南北性断層で北へ転位されてあらわれる徳力付近の基盤岩類は相田層ではなく，常森層群類似のもの

　らしく予察される。

＊＊斑晶・基質ともにPlagioclase・quartz・biotiteがあり，　chloritization・sericitizationをうける。
＊ecee 南域の新月・春吉付近では石灰質のものがおおく，北域の中川原・蒲生一帯では珪質のものがおお

　い。
＊＊÷e”）÷

化石産地24の，赤紫色と互層する緑色の，外観は凝灰質様の岩石を検鏡すると，石灰質頁岩であ

　って凝灰質ではまったくない。
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なり，平原東の路傍の崖では基底に軽微な凹凸面が観察された。礫岩層の厚さは場所によっ

ていちじるしく異なり，山路一山田間から河内池南東へかけての背斜の南翼および萩崎方面

では一般にうすく，5mたらずの礫岩1～2枚で代表されるにすぎないところもあるが，前

記背斜の北翼（猪倉南・河内池北部の東岸）では，いく枚もの礫岩が砂岩・頁岩と互層して，

全体の厚さ150m±におよぶ。これらの礫岩は，おもにテヤート・砂岩・粘板岩のpebble大

の円～亜角礫からなる陶汰のあまりよくない普通の礫岩だが，ただ萩崎の南のものは基質が

赤紫～緑色で，同色の砂岩・頁岩と互層する。

　下部の礫岩層をのぞいた主部は，若宮下部相当層ににた砂岩・頁岩の互層だが，砂岩の方

が優勢であることと，凝灰質様の外観をする砂岩＊がかなり発達すること（とくに上部にし

たがい，緑色の凝灰質様砂岩を増す）とで，若宮下部相当層から区別される。局部的には黒

色頁岩の顕著な部，石灰質でノジュールに富む部などがあり，薄い非連続的な礫岩もはさま

れる。　　　　　　　　　　　　　J
　全体の厚さは200～400項n，下から上までのいろいろの層準に貝化石がおおく・ごくまれに

植物破片も産出する。

　以上，本地区の脇野亜層群は，整合ないし局部的には軽微な侵蝕面をもって重なる一連の

累層であり，珪質岩あるいは“凝灰質様岩”の有無ないし多少・黒色頁岩の発達の程度・各基

底におおくの場合みられる礫岩の存在などを基準にして，4層に分けられ，そのおのおのは

岩相層序的に標式地の4層に対比される。

下関亜層群

　Sl塩浜（相当）層　　塊状のものからよく成層して葉層理をしあすものまである砂岩

・ 頁岩と礫岩からなり，しばしば凝灰質＊＊，あるいは珪質ないし石灰質で，ノジュールにと

むこともあり，赤紫・緑・暗灰・青灰・黄灰・灰白などの色が互層したりいりまじったりす

る。脇野亜層群とちがって黒色頁岩はきわめてとぼしい。礫岩には，白色・緑色・赤色のチ

ャートと砂岩のcobble～pebble大の円～亜角礫がおおく，局部的には石灰岩礫にとみ・三

岳北方から河内池東南へかけての一帯では，水磨された安山岩礫が相当量まじり，ときに赤

紫色砂岩の礫をもって同時侵蝕のみとめられるところもある。礫岩と赤紫色岩の発達の程度

は場所によってことなり，山田付近では両者ともに著しいが，三岳一猪倉間の背斜の北翼・

猪倉北西では，暗色～灰色のやや珪質な（いくぷんホルンフェルス化する）細粒～礫質凝灰

岩で代表される。　　　　　　　　　　　　　　　　．

　脇野亜層群との層序関係は興味ふかい。北域の塩浜相当層はすべて若宮上部相当層をおお

うが，両者の境には礫岩もなく，侵蝕面も観察されず一若宮上部相当層最上部の緑色砂岩上

に塩浜相当層の赤紫色砂岩ないし頁岩が直接重なり，しかもあざやかな色のものがすぐにく

るのでなく，いくぷんか赤紫の色合をおびる程度の岩層をもって漸移し・一すくなくも見か

＊　山路の南・化石産地47付近には凝灰質様の岩層が多く，はじめ下関亜層群と考えたが，この付近に

　は黒色頁岩もかなり発達するし，黒灰色基質中に数mmくらいの白色角片を散在させる産地47の擬
　灰質様”岩も，検鏡してみると，基盤の砂岩・頁岩の破片を含む石灰質頁岩だしするので，若宮上部

　相当層に含める。
ee＊ 検鏡したかぎりでは（三岳北西の緑色砂岩～頁岩・猪倉北西のlapilli　tuff様岩など），　hornblende

　andesite起源であり，安山岩・砂岩・準片岩などの岩片をもつ。
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　けはまったく整合的なところがおおい。平原一山田間の道・山田一山路間の小道・猪倉一三

　岳間の峠の北などでこの関係はよく理解される。これらの基底そのものには礫岩をもたない

　漸移整合的な場合においても，基底に近い位置には多かれ少かれ礫岩がそう入されるのが普

　通であり，河内池東南の谷と猪倉北東のように，境界面そのものの性質はあきらかでない

　が，一応礫岩をもって脇野・下関両亜層群が分けられるところもある。南域では若宮上部を

　欠如して，若宮下部相当層上に直接重なることが，脇野亜層群の岩相層序の解明から知られ

　る。この場合，太田によれば紫川畔の塩浜相当層基底に15mの礫岩があるといわれるが，春

　吉から水上山への山道では，上述のような層序間隙が考えられるにもかかわらず，その間に

　なんら礫岩をみない。，要するに局部的な現象面はともあれ，くわしい地質図を作成してみる

　と，塩浜相当層が脇野亜層群の異なる層をおおうことが確認される。本層は標式地（下関市）

　の塩浜層にくらべられ，その厚さは，露出のかぎりではどこでも100～150mくらいしかない

　が，八幡層に直接接していたりなどして，上限が不明である。高津尾の北の小丘の基底に近

　い層準からまれに貝化石がでた。

　　Sm北彦島（相当）層　　顕著な火山性の岩層である。南域では水上山に，赤紫～緑～

雑色を呈する安山岩ないしその火山砕屑岩が，塩浜相当層上に累重する。

　　北域では萩崎・清水から山路にかけてひろく分布し，詳細はつきとめられていないが，少

　くとも一部は貫入，一部は断層関係をもって，塩浜層相当の赤紫色層を介在せず，直接南側

の脇野亜層群に接する。ふつう塊状で，新鮮なものは緑～青灰～暗色だが，よく風化して黄

灰～赤褐色になる，凝灰質砂岩ないし凝灰岩と“角礫状安山岩”とが主体をなし，後者は角ば

　ったあるいは引きちぎられたような紡錘形をした，拳大をこえる角礫ないし捕獲岩を不規則

　に含む凝灰角礫岩ないし集塊岩で，火口に近い噴出物を代表するものとみられ，鏡下では

　（萩崎・山路の若干の標本）hornblende　andesite質でquartz－bearingのこともあり，角

礫としては安山岩ないし現岩・閃緑現岩・砂岩などを含む。このほか一部には均質細粒の安

山岩熔岩もあり，ごくまれには砂岩・黒色頁岩の互層とうすい円礫岩もはさまれる。

　　この北部一帯，すなわち戸畑・若松の山地には下関亜層群の広い分布が知られ，松下久道

　・高橋良平・小原浄之助・岩橋徹・井上英二（1957）によって，下からa・b・c・d・e・f・

gの7層に細分されている。aは上記萩崎一山路のものにあたるわけだが，　b・c（aと岩相的

’には共通性多く，3者合せて厚さ1200m）は緑～灰色凝灰質砂岩を主とし，礫岩・凝灰角礫

岩をともない，一部に赤紫～暗色頁岩と安山岩をはさむもの，d・e・f（合せて1400m）の各

層は安山岩を主体とし，その凝灰角礫岩・凝灰岩をともない，若干の凝灰質砂岩・頁岩をはさ

むもので，d・eの安山岩はpyroxene　andesite，　fのはpyroxene　hornblende　andesite，　eの

なかにはやや酸性の安山岩もある，9（300m＋）は顕著な礫岩と砂岩からなり，礫には安山

岩のほか酸性火成岩をも含むといわれる。

　松下らによる以上の記載からすれば，a－b－cは標式地（彦島・下関西南部）の北彦島層

下部，d－e－fは同層中上部，9は筋ケ浜層に間違いなく対比されるものと，わたくしはお

　もう。

Y　八幡層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

関門層群から不整合をもって画されることと，酸性火山岩源の岩層であることから，別個
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の独立した単元として取り扱われる。

　不整合の性格は，三岳の北方・猪倉と河内池へ通ずる峠の南部では下関亜層群（塩浜相当

層）の上に重なるが，猪倉の東南・223m三角点の北では下関亜層群を欠いて一一部にその

凝灰岩がのこされる一脇野亜層群最上部の砂岩頁岩互層上に直接のるといったものであ

る。流紋岩質凝灰岩および火山礫凝灰岩を主体とし，ふつう青灰色，堅硬，塊状，ときに葉層

理や偽層をしめし，角礫としては流紋岩自身の礫のほか，安山岩の礫や砂岩・粘板岩・チャ

ー ト・石灰岩・準片岩など古生層の礫をもち，豆粒大くらいのものが多いが，卵～拳大をこ

えるものもある。全体の厚さは走向・傾斜が明瞭でないので算定できないが，露出の範囲で

100m程度とみられる。

　猪倉の北と山路の南では，本層は脇野・下関両亜層群にたいし貫入関係にあり，hornblende

daciteからなり，角礫質の場合がおおく，角礫として安山岩や砂岩をふくむ。

　2．地　質　構　造

　南域の構造は太田（1955）の記載にくわしい。

　基盤の古生界の露出地をはなれた北域では，一般走向は南域と同ec　NEE－－SWWだが，

南域の単斜的構造とことなり，NEE方向に軸をもつ弱ないし中程度の強さの摺曲をくりか

えし，傾斜も普通20～30°程度だが，場所によって60°以上の急傾斜をしめすことがある。中

央部の三岳一猪倉一帯をタイプにして説明すると，主摺曲として，山田の北から三岳の北へ

つづく複向斜があり，そこに塩浜相当層と八幡層がひろく分布し，この北に，山田一山路間

から三岳一猪倉間を通り河内池東南へつづく背斜があって，そこに若宮下部相当層があらわ

れる。この北では猪倉の南東にやや規模の劣る向斜と背斜があって，向斜部に八幡層がの

る。このような構造がさらに小規模の連続性もよくない摺曲と，三岳一猪倉間の峠をとおる

NEE性断層によって装飾される。紫川の西・中島一蒲生一恵里一萩崎の一帯では，南から

北へ如来田椙当層から若宮上部相当層までが順に重なり，その間にゆるやかな波曲がくりか

えされるが，三岳一猪倉間にみるような大きい向斜・背斜はない。北彦島相当層はこれらの

北側に一部貫入一部断層関係をもって接し，それ自身のなかに摺曲をみせてひろがるが，火

山源岩石を主とするために，その構造は明確でない。

　脇野・下関の両亜層群は，層序の項にのべたような部分的非整合の関係にあるが，同一の

摺曲購造に参与し，八幡層はこれにいくぷん斜交するが，それ自身ゆるやかな向斜を形成す

る。これらの摺曲構造はNEおよび南北にちかいNNW性の後成断層（とくに後者がめだ

ち，ある程度週期的にあらわれる）によって変位変形をうけている。

　関門層群をつらぬく火成岩（八幡層をのぞく）には，比較的大きな岩体として長行一合馬一

田代の粉岩と，その中にさらに貫入する細粒閃緑岩および花醐岩（地質図の範囲にはあらわ

れていない）があり，小岩脈・岩床としては珊岩・石英斑岩・輝緑岩ないし玄武岩（augite

basalt）がある。玄武岩にはNE性断層にそうものがあり，田代の班岩体のなかにも小岩脈

としてあらわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

3．　化　　石

関門層群からの化石種属と産地は第3表に示される。

千石相当層では基底にちかくかなり連続的に化石層が追跡されるが，採集不充分のためま
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だ知識が貧弱である。標式地と同様Brotiopsis　Wαkinoθnsis　ryoltoriensisが多産する。珪質岩

の発達する如来田相当層では産出がすくない。若宮相当層では，連続性はかならずしもよく

ないが，下から上までのいろいろの層準に化石層があり，BrotiopSisについて．ea　wakinoenεis

rYohorienSisにかわって，より小型の種すなわちた0加γα3硫とkoba：　αshii　shtsoruen8isが特長

的であり，そのほかにVivipαrUS　onogoensisとNahamurαnaiα　chingshanemu’sを多産し，とく

に後者は分布ももっとも普遍的，個体数ももっとも多い。南朝鮮（K．SUZUKI　l　943）にお

けるこれまでの知識では，koba）・αshiiは錦舞層すなわち洛東下部を，　kobαyash．ii　SinsyuensiS

は晋州層すなわち洛東上部を代表するということになっているが，本地域に関しては脇野上

部から両者ともに多産する（百合野地区皿B2参照）。　PZicαtounio　naktongθnsisとP．　nαktong－

ensis　mula’plicαtusも，前者は錦舞・晋州両層に，後者は晋州層だけに知られるのだが，本地

域では両者とも脇野の上下両方に分布する。

　注目したいのはTrigonioidθs　kodαirαi　intermediusで，これは洛東一脇野動物群の特長種T．

肋伽rα6と新羅動物群の特長種7㌃pα麟認cα伽との中間的性質＊をもつものであり，層序的

にも中間的位置にあたる若宮相当層からまれにではあるが産出する＊＊。

　下関亜層群では，わずかにその下部の1産地から脇野貝化石群の要素2種が見出されたに

すぎない。

　　　　　　　　　　　　　　D彦島一下関西南部
　関門海峡をはさんで中生界の発達がみられ，門司側については太田喜久（1952）の，彦島・

下関側については植田芳郎・小原浄之助・応地善雄・松本達郎（1951）の調査があり，T．

MATSUMOTO（Editor　1954）の論文にも層序の要約がのせられ，植田（1957）のくわしい

記載も公にされた。彦島と下関南西部海岸における層序は下関亜層群の一標準となるから，

上記研究にもとついて概要を摘記しておきたい＊＊＊。

　彦島の最南端には，古生層らしい（P）片岩状砂岩と輝緑凝灰岩がせまく露出し，関門層群

はこれと断層をもって接し，一般走向NWW－SEE，申部で中程度の規模の摺曲をするほか

は，北へ20～30°の傾斜をもって単斜的に重なる。（第6図版）

　脇野亜層群＊＊＊＊

　　Wu若宮下部（相当）層　　砂岩と黒色頁岩の互層だが細粒砂岩が優勢，一部に乳白

色細粒珪質岩と不純石灰岩レンズを含む。産地50田首西方500mの県道のそば（下関市）の黒色

頁岩から

　　7乞吻αrπs③剛α∫αP）bnogop・nsis　KOBAYASHI　and　SUzUKI

　　Arakαnzurαmu’a　cn励ngshanensis（GRABAU）

　＊ko・dαirαiでは殼の表面のほとんど全部をradial　ribsがおおうのにたいし，　paucisulcUtusではそれが

　殼の後部と殼頂付近に限られ，ほかはただ生長線があるにすぎないとされる。ここに加戯rα‘謡θr・

　mediusとしたものでは，殼の前半でradial　ribsがたいへん弱くはなるが，完全には消失しきらず，部

　分的に痕跡が残っている。

　＊＊南朝鮮でも錦舞層産のkodαiraiは普通の型であるのにたいし，晋州層のものはpaucisulcatusとの
　　中間型であると記述されているから，これはhodairαi　interme4iusとすべきであろう。

＊＊＊標準層序のとれるルートを松本達郎教授と植田芳郎氏に案内していただいた。化石は滑石直幸氏の

　採集品をゆずりうけて調べた。

＊＊＊＊下関半島部では下限不明だが如来田相当層以上の脇野亜層群Wm－Wu－Wumがそろって発達し
　　（植田），門司側では千石相当層を欠き，如来田相当層が直接秩父累層群をおおう（太田）といわれる。
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が豊富。

　　Wum　若宮上部（椙当）層（田首層）　s基底部に薄い含石灰岩礫礫岩があるが，下位

岩層との関係は珊岩の貫入のため不明。（下関半島部では，顕著な礫岩の存在と下位岩層の

部分的削除によって認識される非整合があるといわれる。）暗青～緑灰色，塊状の凝灰質様砂

岩からなる単調な層で，岩相上は脇野から典型的な下関亜層群への漸移層のような性格をし

めす。厚さ約250m。

　下関亜層群

　　Sl塩浜層　　基底部から顕著な礫岩があり，　Wumとのあいだに非整合が予想される

が，詳細不明。火山質礫岩と凝灰質砂岩・頁岩ないし凝灰岩との互層（上部に凝灰角礫岩）

からなり，赤紫～緑色をしめすことが多く，鏡下でも明確に安山岩質である。礫岩はチヤー

ト・砂岩・片岩・石灰岩・安山岩・石英安山岩などのcobble大までの円～亜角礫を含み，

陶汰不良。全体の厚さ300～350m。

　　Sm　北彦島層　700m

　a　下部　hornblende　andesite　150～200m，塩浜層上に整合に重なる熔岩，帯緑ないし一

部赤紫色でひどく変質し，上部の50mには凝灰角礫岩状の部がある。

　b　申部　pyroxene　andesite　l50～200m（a上に整合的，緑色，しばしば角礫状）・augite

hornblende　andesite　70m±（pyroxene　andesiteのなかに岩脈および岩床状）・pigeonitic

augite　porphyrite（aのなかに岩頸または岩脈状）・quartz－bearing　hornblende　andesite

（pyroxene　andesiteを貫く）の諸岩石から構成され，すべて変質をうける。

　c　上部　小門思c、100m，基底部に安山岩・石英安山岩の岩片からなる火山角礫岩ない

し集塊嵩・その上に暗色塊状の凝灰岩（石英安山岩質のものあり）；c270m，　augite　andesite，暗

緑色いくらか変質；c350m，緑色塊状の安山岩質凝灰岩。

　　Su筋ケ浜層　　厚さ数mの礫岩をもってはじまるが，その基底には侵蝕面がみられ，礫

には北彦島層の凝灰岩と安山岩の角礫を含み，下位岩層と非整合。全体としては火山質礫岩

（陶汰不良だがある程度水磨されたcobble大までの火山岩礫からなり，堆積源の礫をほと

んど含まない）と凝灰質砂岩・頁岩ないし凝灰岩とのひんぱんな互層で，厚さ800rp以上。

　下部aは凝灰岩ないし凝灰質砂岩・頁岩が優勢。

　上部bは火山質礫岩が優勢，上位につれて砕屑物質を増し，偽層が発達。

　これらの火山性堆積物は，Slと異なり，赤紫色をうすくおびるものが一部にある程度で，

おもには暗色ないし緑色をしめし，角閃石安山岩質のものもあるが，石英安山岩ないしデレ

ン岩の礫を多量に．もち，基質も同源のものが相当多い。

　以上，この地域の下関亜層群は全体の厚さ1800m，いちじるしく火山姓堆積物にとみ，相

当量の礫岩をもち，黒色頁岩は無視しうる程度にしかなく，安山岩を主体とするものを巾部

において3つの層＊に分けられている。

　　　　　　　　　　　　　　E豊西一内日地区
山口県の西部では，豊西・内日両村から下関市北郊にかけて後期中生界がよく発達し，標式

＊ 豊西地区（後述）ではこの上にもう一度安山岩層がくるが，本地区では新生界に被覆されあらわれ

ていない。
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地の一つになる。吉母海岸の貝化石群については，はやくから注目されて詳しい研究もあり

（横山又次郎1902，小林貞一1931，大石三郎1933，小林・鈴木好一1939），層序と構造につい

ても，戦後松本達郎（1949）の予察的調査にもとつく豊西層群の設定や，遠藤尚（1947九州

大学卒業論文）の未公刊であることが惜しまれる清末一帯の調査によって，空白と混乱のま

まになっていたところに新知識がもたらされた。これらのあとを引き継いで，わたくしはま

ずもっともよく地層の揃っている豊西二吉見＊の区域を精査し（長谷・梶野寛喜1951），遠藤

の手記をもとにして内日東部を検討し，ついで内日西部・勝山・福江の区域を調査した。重

要な点については概要がT．　MATSUMOTO（Editor　1954）に引用されているが，全域にわた

っての詳細はまだ公にされていないのでここに記載する。（第7・8・9図版）

　1．層序・化石　　　　　　　　　　　　　　　　“・
　豊西層群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　豊浦層群の上に，構造的には平行だが，顕著な基底相をもって非整合にかさなり，白色石

英質砂岩で特長づけられる一連の累層にたいし命名されたもので，下部の含植物化石層と上

部の含半餓性貝化石層に2大別でき，それぞれは従来からの呼称により，ただ厳密な定義を

加えて清末層および吉母層とよべばよい。清末層は，基底部の礫岩・砂岩層から主部の頁岩

の多い礫岩・砂岩・頁岩互層へうつり，吉母層では主部の砂岩優勢な頁岩との互層の上に最

上部の礫岩・砂岩層がくることがあり，その点では豊西層群も，豊浦層群におけるような正

規の輪廻ではないにしても，やはり1輪廻の堆積物を代表するものとみられる。

　　Tl清末層
　a　高地峠基底礫岩砂岩層　　内日東部区に，鳴瀬から行政にわたつて連続的に分布し＊＊，

高地峠の南および西の谷・小野北東の道・上七見・防迫南西の谷などにそのよい露出がみら

れる。この区域の豊浦層群歌野層には粗粒岩がよくはさまれ，不良炭層もあり，植物化石も

多く，かって大石が今日の歌野層と清末層のものを合せて清末植物化石層としたほどに，両

層は類似するが，っぎにのべるような厚い基底層の追跡によってその境界を求めることがで

きる。

　この基底層は砂岩を主体とし，そのなかに礫を散在させたり，消長のはげしい礫岩をとも

なったりするもので，植物破片をふくむ砂質頁岩をごくまれにはさむ。砂岩は細粒のものま

であるが粗粒の場合が多く，石英粒にとんで灰白～黄白色をしめし，一般に塊状，ときに偽

層がみられる。礫岩の礫はpebble大以下で，陶汰はあまり良好でないが，比較的よく円磨

され，暗色ないし乳色のチャートがもっとも多く，砂岩と珪長岩様岩石の礫，ときに豊浦層群

の砂岩・頁岩の礫などをふくむ。全体の厚さは200m－～250m＋。

　b　主部　　内日東部区ではTla上に整合に重なり，防迫から六万坊山への谷・上七見の

西および北西の谷・小野の北東・大畑から砥石山（410m山地）への大谷の北側の支谷など

によく露出する。Tlaのものとほぼ同性質の白～淡色石英質細～粗粒砂岩と黒～暗青色頁岩

～砂質頁岩（一部に炭質のものもある）の互層に，チャート礫の多い含礫砂岩・細礫礫岩が

はさまれ，全体の厚さ250～300m，一般には頁岩の方が優勢だが，ところどころ砂岩・礫岩

＊ 以下，田蔀川一下関水源池一深坂池のNNE断層以東の地の北半を内日東部区（清末・岡枝の一部

　も含め），南半を勝山区、一之瀬一宗房一吉見東のNNE断層以西を豊西・吉見区，この2断層にはさ

　まれた地の北半を内日西部区，南半を福江区と，便宜的によぶことがある。

＊＊　田部盆地をこえて上岡枝（植松一上諏訪の道の中間）にも顕著な礫岩がある。
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の優勢になる層準もある。頁岩はしばしば植物化石ないし破片にとみ，つぎのものが遠藤尚

（T．MATsuMOTO，　Editor　l　954に表示）と高橋英太郎（1957）によって報告され，上七見

（産地51・52）小野（53）大畑南東の谷などにその主な産地がある。

Marchαntitθs　Yabei　KRysHTOFOVICH

Onγchiopsis　eLon9αta（GEYLER）

Adiantites　Sewαrdi　YABE

Spltenopteris　Coepperti　DUNKER

CIαd・Pん1θbis　denti6ulatα（BRONGNIART）

C．　deltifoliα　OISHi

C（Klukia？）koraiensis　YABE

C鰐orαθπ5ε501SHI

C．sp．

IVitssonia　orientαlis　HEER　　　　　　　　．

ハ乙5cゐaamburgensis（DUNKER）

var・PαrvuLα　YABE

Dεcεγozαmε‘es廻c伽s（MORRIs）

D．Kαtvasαkii　TATEIWA

Otozαηnitθs　Bθαni〈LINDLEY＆HuTToN）

0．Klipsteinii（DUNKER）

P’θr・Pんorllum　pr・卿guupz　GOEPPERT

P．sp・

Zanites　to　yoraensis　OISHI

SagenOPteriS　Peti・1伽OISHI

Ginkg・ites　digitata（BRONGNIART）

P｝toenicopsis　sp・

Brα吻’Pんツ伽配sp・

ELcttociledas　constrictα（FEIsTMANTEI．）

Po（ibzαmites　sp・

　内日西部区でも，東部と同様の互層が上原・出之口・寺岡の一帯に分布し，ここでは下限

まで露出せず，摺曲と断層もあって厚さは明確でないが，400mくらいと推定される。

　豊西区では，ドーム構造の中心をしめて吉母の低山地に露出し，砂岩・頁岩に礫岩をとも

ない，植物破片が多く，ときに薄い炭質頁岩をはさむごどは内日区と同様である。下からつ

ぎのような層序がえられる。　　　　　　　　　　　　　・　．

　b1　（下限未詳）250m，礫岩が何度もはさまれるが，一般に礫は小さくgranule～mediu由

　　pebble程度。

　b2300m，礫質岩はきわめて少く，植物破片も多くない。

　b3150m，礫岩が下部よりは量的にも礫の大いさからも顕著で，1arge～very　large　pebble

　　大のチャート・砂岩などの円礫からなるものもある。　　　　　　　　　　　　，

b3の産地54吉母浦一大河原の中間の海岸（豊西村）からわたくしと梶野の採集した植吻化石は・，

高橋英太郎の鑑定によると，っぎのようである。（高橋1957）

Onγchiopsis　elongata（GEYLER）

Clα（lopldZeゐis　denticulαta（BRONGNIART）

C．　toyorαensis　OISHI

C．sp・

Nilssonia　orientαlis　HEER

Dictγozαnzites　sp・

α・・α配偽KZεP・t・幡（DPNKER）

Pter・pky〃unz　propinqUUM　GOEPPERT．

P・sp・　　　　　　　　　　．．

Cfr．　Z伽痂θs　1丑）ゐeneggri（SCIIENK）

Z．toγ・rαensis　OISHI　　　　　’

　清末層からは動物化石の発見が要望されるが，b1かb3か（おそらくb、）断層のため不明の

産地55印内の池の南200mの家の裏山道（豊西村）から，植物破片とともに　　　　　層・　”’・

　Cfr．　Cbrbiculα（MesoαorbicuLα）tetoriensis　KOBAYASHI　qnd　SUZUKI　　　　　’　・一　’：

がきわめてまれに得られただけである。

　　Tu吉母層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　”

　a　主部　　清末層を整合におおって豊西区と内日東部区に分布するが，内日区では脇野

亜層群堆積前の削剥によって欠如することが多い。豊西村では吉母一大河原間の海岸に，内日
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村では大畑南東の大谷の南側支谷に標式的に露出する。白～淡色砂岩と黒～暗色頁岩からな

り，数cm～数10cmくらいの単位でよく成層する。一般には砂岩の方が優勢で，それは普通

細～中粒，粗粒のもU5もあるが礫岩は無視しうる程度にしかない。まれに青灰～乳白色で縞

状をしめす層灰岩様薄層があるが，sごく細粒のために検鏡しても凝灰質なる確証はみとめら

れない（普通の砕屑岩状構造も示さない）。全体の厚さは150±50m。吉母・室津海岸や大畑

山地における貝化石の産状をみると，03treα～En　9｝rrαが（ときにBαkevθIZiaやPoL）rrnεsodα

を伴い）砂岩申に密集して化石床～堆をなす部分と，化石にとぼしい部分が10cm～lm程度

の厚さをもってひんぱんに互層し，Ostreα～Emogツrα以外の貝はおもに頁岩中に散在的ある

いはある程度集合して産出する。

　b　最上部　　豊西区ではTua上に礫岩・砂岩の互層（砂岩勝ち）50～100m－一が重なる。

礫岩はチャートと砂岩のvery　Iarge　pebble程度までの陶汰不良の円～亜角礫からなり，と

きに下位層の頁岩礫をもふくみ，基底には軽微な侵蝕面が吉母一帯で観察される。Tuaにも

石灰質のものはあるが，とくにTubには石灰質ノジュールが多く，礫岩の顕著さと相まっ

て，脇野亜層群基底相との識別に困難を感ずるほど，豊西・脇野の漸移相的性格をしめすこ

とがある。頁岩もはさまれ，化石層もときにある。

　吉母層の貝化石＊についてわたくしの調べた結果は第4表に示され，T．　KOBAYASHI・・K．

SUZUKI（1939）の研究につけ加えるべき事項はつぎのように要約される。

1．既知の吉母海岸のほかに，内日地区にも同一化石群集の存在が確認された＊＊。

2．B・・ti・pSi・　k・bαγ・・hii・B．・k・b・γ・醐γ・shi｝noensis・（IO・b・la・n．　sp．（・ff．・st・iαt・Z・id・・FOR一

BES）・hαternula　endoiがあらたに加わった。

　3．領石貝化石群とくに熊本県八代地方のそれに密接な関係をもつことは，すでに指摘さ

れたところだが，八代の川口層中に，表示するような同種ないし近似種のあることから，こ

の親縁性はさらに明確に立証できた。

　4．吉母貝化石群中に，洛東一脇野化石群の特長種の一っであるB．　kobαorαu”shii，およびそ

れと亜種程度のわずかな差しかないRんo麺γα3筋γo露㎜θπ廊が，前者はまれに，後者は場

所により豊富に混入することはとくに注目に値する。すでに松本達郎は川口層からBrotioPSis

kobαorαshii　elegαnsを報じ，脇野亜層群下部と領石層群一吉母層の同時性を暗示したが，次

項に記述するように，豊西層群上に直接重なる本地区の脇野亜層群が，最下部すなわち千石

層を欠いで，如来田ないし若宮下部相当層から始まる層序的事実と，上記のような明白な脇

野化石群の要素の産出によって，わたくしも，吉母層の少くも一部が千石層と同時異相の関

係にあるものとし，両者を高知統に含める。この重要問題にっいては，今後さらに古生物学

的資料を増す必要がある。

5．清末層には（IOrbicula　tetOn’ensisに，吉母層にはCαη吻παに比較されそうなものがま

れにあり，手取貝化石群とのきわめてわずかな類縁性も予想されるが，いずれも不完全標本

によるため明確でない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　’

　脇野亜層群

　層序関係と岩相，とくに後述する化石の発見によって，それまで豊西層群の分布とは別に北

＊おもにわたくしと梶野寛喜氏の採集による。
＊＊ 化石産地の最初の発見は遠藤尚氏による。
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第4表豊西一内日地区の吉母層産貝化石
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このほかにNakαmurαnαiα　cliingshαnensis（GRAB△u）様のものがと．きどき産出するが・まったく明確でない・

x　　転石。　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　層　　．　　　　　　　　　　　tt　　　　　　　　　　　　　　　　　曽

轍L T．　KoBAYAsHI・K，　SuzuKI（1939）のSemisulcospirα（？）sp，は，図版がないので明らかでないが、その記載からみると、本種rv亜種ではあるまいか？

管轍T．KoBAYAsHI・K．　SuzUKI（1939）によれば，吉母浦からも本種が産出する。

ecee’；ee　Ostrela（？）とされていたものだが、左殼の殼頂はつよく突出して後方へ曲り・有殼頂とともに多少とも巻いているので・本表のようにしたい・、

学鰍鞘松本達郎・勘米良亀齢（1952），T・MATsuMoTo（Editor　1954）による。○信同種・aff・は近似種。
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九州にしか知られていなかった脇野亜層群の一部が，本地区にも発達することが明らかにな

った。基底部にはおおくの場合顕著な礫岩をもち，豊西区では普通吉母層の最上部Tub上

に重なるが，観音崎海岸と内日区南部ではb層を欠き，それはbの礫岩の堆積がはじめから

局地的だったとかりにしても，内日区北部ではさらに吉母層全部を削り去って清末層を直接

おおうので，豊西層群にたいし疑なく非整合の関係にある。

　連続的留序のえられる好露出は班石から網代鼻までの豊西・吉見海岸にあり，そこでは摺

曲による繰り返しと断層によるブロック化がみられるが，各翼ないしブロックにおける層序

は，厚さと岩相の若干の変化にもかかわらずよく調和し，つぎのようにまとあられる。

　Wx　中上部層＊　200～400m　　　　　　　　　　　　　　　．

　a　礫岩を主とするもの150～200m，チャートととくに砂岩のpebbleおよびcobble大の

円～亜角礫がおおく，陶汰は不良，戸屋鼻では上位にゆくにしたがい砂岩・頁岩と互層し，

暗色頁岩申にpisoliteを含む。黒島の基底礫岩は薄いが，下位岩層の砂岩ないし頁岩の角ば

った岩片だけからなる特長的なもので，この上に若二干の緑～赤紫色岩層が発達する。

　b　砂岩を主とし，若干の黒色頁岩と無視しうる程度の小礫礫岩をともない，あつく成層

するもの50m＋～200m，上位に乳白色珪質岩ないし赤紫色岩の薄層がはさまれ，その近く

に第5表のような化石がえられる。a・bを通じ，ところどころに泥灰岩のノジュ・一一ルや小

レンズが含まれるが，とくにbの上部にいちじるしい。

　Wy　最上部層　　350m±
　a　礫岩，Wxa’におけると同性質の礫岩を主体とし，戸屋鼻一御崎間の向斜両翼にもっ

ともいちじるしく50m以上，基底には侵蝕面が認められる。網代鼻北方では砂岩・頁岩の方

を主体とし，礫岩は数m以下のものが3～4枚あるにすぎないが，基底にフズリナを含む石

灰岩のcobbleをもち，下位層の砂岩から急変する。

　b　暗～黒色頁岩と砂岩の互層100m－～200m，比較的塊状のものもあるが，ひんぱんな細

互層が特長的，まれに小礫礫岩を伴なうが，一般には頁岩が優勢，とくに観音崎南方に厚い。

　c　赤紫～緑～灰色などの砂岩・頁岩に同色の小礫礫岩を小量ともなうもの200m，赤紫

色は網代鼻北方ではきわめてあざやかだが，北につれて不顕著になり，観音崎では淡緑～青

灰～乳白色の珪質岩でおきかえられる。下部に近く，とくに石灰質な岩層一多数のノジュ

ー ルや小レンズとして，あるいは塊状の層として石灰質砂岩・泥灰岩・ときに石灰岩が発

達し，観音崎にもっとも顕著，六万坊山の類似相もこの層準ではなかろうか？。一があって

よく連続し，網代鼻北方・産地79の石灰岩中にはpisoliteと貝化石が見出された。’t

　脇野亜層群は上記海岸部のほか豊西・内日の山地にひろく分布し，そこでは暗～緑～青灰

色でときに凝灰質様＊＊のみかけをする細粒砂岩ないし砂質頁岩を主とし，石灰質ノジュール

をよく含み，若干の黒色頁岩と礫岩をともなうが，一般に露出不良かつしばしばホルンフェ

ルス化されて，精確な層序がえられない。したがってWxとWyの識別もむつカ）しいが，比

＊ 標式地にくらべるとき，全脇野亜層群の中上部くらいに対比されそうではあるが厳密さを欠くの

　で，Wxとし中上部層と仮称する。以下最上部層の場合もおなじ。、
ec＊ 肉眼ではそのようにみえる岩石も一赤紫～緑色のものを含め一検鏡するとおおくはその証拠が

　ないが，ときに石英粒のほかにplagioclase・hornblendeあるいはaugiteの角ばった結晶をおおく

　ふくみ，凝灰質といえるものがある。（印内・妙音寺A一之瀬）
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較的顕著な基底の礫岩とWy中における若干の赤紫色岩の存在によって境界の設定が可能で

ある。（Wyの基底には礫岩のあるのが普通だが，大河原北東の谷・永田郷・音無などでは

WxからWyの含赤紫色層へ画然とした境なく漸移する。）

Wyは典型的な脇野と下関両亜層群の漸移層的である点において，岩相の相異にもかかわ

らず，彦島の由首層に対比される一・彦島では岩質・色調ともに単調な砂岩層で代表される

のにたいし，本地区では垂直的変化がより複雑。一長谷と梶野はかってこれを下関亜層群

の最下部においたが，つぎの理由すなわち，黒色頁岩が相当量あり礫岩の礫はほとんど非

火山源であること，場所によっては顕著に発達する赤紫色岩も必ずしも凝灰質でないこと＊，

小倉地区や山口県北西部における下関亜層群下部（塩浜相当層）は基底部から安山岩の礫を

含む1輪廻の堆積物でしか代表されないこと，などからあらためて脇野亜層群の方に含め

る。

　第5表に示す化石がわたくしと梶野によって発見され，かって松本（1949）がこの地の硯石

第5表豊西地区の脇野亜層群産化石

！

層　準 Wxb

産　地　76a　b　　77　　78

アあゆαrω5（Sinotαiα？）onogoeπsis　KoBAyAsm　and　SuzuKI“e・・………・

Brotiopsis　kobαγashii　SUZUKI・・…　…・…　……　。・・…・・・・…　…・・……　………

B・（P）　　sp．…　……・。・・・…　…・…　…………　………。・・………　……　………

乃：igonioicles　koclαirai　KoBAYAsHI　and　SuzuKI…・…・………・………

Cfr∴Nakαmurαnaiα　chingshαnensis（GRABAU）・・………………・・…・…・

Cfr．　Limnopernα　s〔m．　．gokuensis　HASE　MS＿＿＿……＿．．．＿∵＿＿＿

C・R・VRは第1表の場合と同じ。 ee　keisγoensi5型。
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層群は申間の非整合によって2分されるとのべた，その下部のものが脇野亜層群であること

が明らかになったが，標式地のどのあたりに対比されるか，厳密な点には問題がある。産出

するBrotiopSisのすべてが小型の種kobαyαshiiである事実は千石層の欠如を物語り＊＊，そう

＊網代鼻北方海岸の標本は，鏡下ではquartzの陶汰のよい粒を赤色土壌がうずめているにすぎない。

＊X　間接的な資料でしかないが，山口県の他の地区一滝部一の類似層からは，脇野上半部を指示する
Trigonioides　kodairαi　intermθdiusが産出する。（次章参照）
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とすれば，全体の厚さ700　±　100mの累層が，局部的非整合によって境される2回の堆積輪廻

で代表され，下部の輪廻は普通の礫岩・砂岩・頁岩からなるのにたいし，上部の輪廻では赤

紫色岩を増すことは，Wx＝若宮下部層，　Wy＝若宮上部層の対比を可能にする。ただWx

の基底部にときに若干の赤紫～緑色岩層があるのは，堆積の開始が如来田層の時代中にある

ことを示すものかもしれない。

　下関重層群

　好露出は吉見一福江の海岸部にえられ，彦島一下関南西部とともに標式地の一つになる。

　Sl塩浜（相当）層　　500m±，ふつう赤紫～緑～雑色を主とした火山質礫岩・砂岩・頁

岩の互層からなるが，Wyの場合とおなじく本地区の中部を東西に走る主背斜軸の北部で

は，赤紫色岩の発達がきわめて悪く，凝灰質様のものも少なく，暗～灰色の比較的単調な岩

相をしめす。．したがってここでもWyとの識別に困難を感ずることが多いが，普通あいだに

礫岩層がある。網代鼻北海岸では基底の侵蝕面と下位層の赤紫色頁岩礫の混入によって，少

くも局部的な非整合が暗示される。網代鼻と吉見北山麓（里・野添）における標準的層序は

っぎのようで，1輪廻の堆積物であることをしめす。

　a　IOOm－～200m，礫岩がとくに優勢，雑色のチャート・砂岩のほかに安山岩の中礫を

も含み，これと互層する砂岩にも明瞭に安山岩質のものがある。ついで，

　b　300m，赤紫色頁岩・砂岩の優勢な部分に漸移し，

　c　100m＋，ふたたび小礫礫岩がやや多くなる。

Sm北彦島（相当）層　　安山岩とその凝灰岩・凝灰質砂岩・頁岩（まれに礫岩）などから

なる累層，安山岩はすべてhornblende　andesiteなU）しquartz－bearing　hornblende　andesite＊

で，普通ひどく変質をうけ，緑色一部赤紫色，その岩質および塩浜層上に整合的にひろく分

布する産状から，熔岩流を主体にするものとみられる。串山岬西海岸では，厚さ30m±の2

枚の上記のような熔岩が，赤紫～緑色凝灰質岩のあいだにはさまれ，最上部に例外的にやや

塩基性の安山岩（変質はげしく有色鉱物は不明，hornblendeとpyroxeneがあるかP）が

わずかに露出する。

　本層全体の厚さは200m前後，場所によって砕屑岩を伴ったり（とくに上部）伴わなかっ

たりして，相に変化はあるが，“volcanic　formation”としては全域によく連続し，鍵層の

役割りをはたす。標式地の北彦島層の下部にくらべられるものであり，北彦島層中上部を占

めるpyroxene　andesite系岩石は，少くも彦島に匹敵するほど明確かつ顕著なものの発達を

みない。

Su筋ケ浜（相当）層　　赤紫～緑～雑色あるいは暗～灰色の礫岩・砂岩・頁岩からな

り，厚さ約1000m。、

　標準層序のえられる吉見一福江間の海岸では，あざやかな赤紫～雑色岩層がよく発達し，

つぎのように2分される。

　a　約600mは，赤紫色砂岩ないし頁岩が優勢で，中程にやや顕著な火山質礫岩があり，

（下半分は海岸にあらわれないのですこし不明確）

＊石基は隠微晶質，hornblendeにはしばしばopacite　marginがみられ，ときにrelict　mineralとし
てbiotiteがあり（？），また有色鉱物のきわめて少い場合もある。　albite・epidote・chlorite・calcite

などがよくできている。
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　b　450mは，雑色火山質礫岩と赤紫色砂岩・頁岩との，おのおのが1～2mから数m程度

の互層をリズミカルにくりかえしながら，だんだん礫岩を増し，上部の150m十はほとんど

礫岩で代表される。中部には石灰質ノジュールにとむ灰色砂岩と黒色頁岩の互層が小量あり，

微少植物破片の密集した葉層をはさむ。礫岩の発達は著しく，pebbleおよびcobble大の礫

からなって陶汰はきわめて不良，大・申礫はよく円磨されるが小礫は角ばる。礫種には赤～

緑～乳色などのチャートと安山岩類が多く（礫岩の基質も検鏡したところでは安山岩質），

古生層の砂岩・準片岩・まれに石灰岩をも含み，場合によって石英安山岩ないし流紋岩の礫

がみられ，また赤紫色頁岩礫が他を圧して多量にふくまれることもよくあって同時侵蝕が暗

示される。

　以上を下関南西部の筋ケ浜層にくらべると，色調は一方の暗～緑色にたいし，ここでは赤

紫色，礫岩の礫は一方がほとんど火山岩礫のみからなるのにたいし，ここでは非火山源の礫

も多く，このことは北彦島安山岩層の性格とともに，本地区の方が彦島区より火山活動の中

心に遠かったことを物語るであろう。それにもかかわらず，火山質礫岩の発達とくにそれが

上半部に増加する傾向は，両者の対比を可能にする。

　本層は福江と勝山（一部内日西南部）の山地にひろく分布する。赤紫色は福江区ではいち

じるしいが，背斜の北翼にあたる鬼城山地域にはほとんどみられず，勝山区でもあまりあざ

やかでない。検鏡したかぎりでは，砂岩・頁岩は（赤紫色を帯びるものでも）それ程凝灰質

でないが，礫岩中には安山岩のcobble大までの礫がよく含まれる。普通北彦島相当層上に

　a’1礫岩の顕著な層100－300mがあり，っいで

　a’2砂岩を主とする層300m以上が続き，後山・山奥では若干の石英安山岩～流紋岩質凝

灰岩をはさみ，老僧・上井田の北では比較的単調な帯緑色砂岩がよく発達する。

　Sum福江層　　福江の海岸段丘下にせまく露出する火山岩層で，その露頭では北側の

筋ケ浜相当層と小断層（N70°E，20°S－一一・筋ケ浜相当層の走向傾斜に近い）をもって接して

いるが，分布と岩相から，筋ケ浜相当層の上にくるものとする。下部50mには人頭大をこえ

る安山岩塊からなる火山角礫岩がいちじるしく，主部150m以上は安山岩熔岩＊でこのなかに

もうすく火山角礫岩と赤紫色凝灰岩をはさむ。すべて風化がはげしく，赤紫・暗灰・黄褐な

どの色にかわる。

　以上，2000mにおよぶ本地区の下関亜層群は，しばしば火山質，かつ赤紫～雑色を呈する

礫岩・砂岩・頁岩層を主体とし，中部と最上部におのおの200m程度の安山岩層をおき，か

かる層序と岩相の基本的性格は，細部の点における変化にもかかわらず，彦島・下関南西部

のものに似る。

　2．地　質　梼　造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　豊西・脇野・下関の各（亜）層群は非整合をもって相接するが，構造的には平行であり，

同一系統の摺曲に参与する。その様式は北九州の後期中生界におけるとおなじく，東西方向

に近い軸をもった緩傾斜ないし中程度の強さの摺曲であるが，内日東部の大畑一砥石山山地

では，急傾斜の同斜摺曲が吉母層の追跡によって証明されている。全後期中生界の一般走向

＊T・MATsuMoTo（Editor　1954）に1まpyroxene　andesiteとあるが，その後検討を加えた結果，この

pyroxene（hypersthene　augite）andesiteは福江層を貫くもので，福江層自身の安山岩は変質風化と

もにはげしく，その性質は不明である。
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も，基盤の豊浦層群に近い部分をのぞけば，東西方向が卓越する。

　豊浦層群は内日東縁部に分布し，その上に平行に重なる豊西層群は，北ではNW南では

NEの走向と西へ30～60°の傾斜をもって，六万坊山の南に下位および上位地層群とともに

ゆるい半盆状構造をつくり，さらに南ではE－Wに近い走向にかわって急傾斜の背斜を構成

し，その一部は前記のように同斜的でさえある。この背斜軸は高地峠一大畑，NNE断層で

変位されて赤田代一吉見上，ふたたび同系統の断層で変位されて一之瀬一妙音寺一印内一大

河原南へのび，本地区のほぼ中部を東西に走る主背斜を形成する。摺曲軸は内日区では西方

へ，豊西・吉見区の東部では東方へ，豊西の海岸部ではふたたび西方へ傾き，したがって吉

母では豊西層群がドーム構造をとってあらわれる。この主背斜軸の北には，前記六万坊山南

・ 鬼城山・大河原北の一大向斜があって筋ケ浜相当層までがあらわれ，（豊西区ではこの北に

さらに丸瀬の背斜がある）主背斜軸の南にも，勝山・福江区に一一複向斜があって，北彦島相

当層は本地区の南端に再現される。

　このような基本的構造はさらに小規模な連続性のよくない摺曲と後成断層によって修飾・

変形される。

　断層系統としてはNW性のものとNNE性のものが目立つ・内日村中部を走るNNE断

層と吉見を通る同系統の断層は，その連続性・地層と摺曲軸の変位量・地形上への表現の点

でもっともいちじるしく，その間にはさまれる鬼城・竜王山地塊は，岩石の分布からみて，

相対的に陥落しているもののようである。観音崎の南では，ときに垂直にさえなるほどに急

傾斜する脇野亜層群の上に吉母層があって高角度のスラストが推定され，それにそって珊岩

が小さく貫入する。

　後期中生界をつらぬく火成岩類：粉岩系岩石として，一つは福江の北東竜王山の南斜面に

hypersthene　augite　porphyrlte（あるいはときにhypersthene　augite　hornblende　porphy－

rite，　interstitia1にquartzのはいるものがあり，　hyperstheneはふつうbastiteにかわる）

が，筋ケ浜相当層をつらぬいて岩脈あるいは岩頸状にあらわれ，同様の岩石は福江層をも切

るらしい。これとは別に，諸所に粉岩ないし石英粉岩の岩脈や岩床があり，豊西の北部・丸

瀬一観音崎間と南部・眼崎一網代鼻間には，それぞれ石英閃緑粉岩と石英閃緑岩の露出がみ

られる（班岩との関係は未詳）。

　本地区の北および南東に分布する黒雲母花闘岩は，それぞれ小串および長府花闘岩の一部

であり，後期中生界をかなり広範囲にホルンフェルス化し，その構造にたいしてdiscordant

の関係にある。豊西北部では周辺に半花闘岩を伴い，豊西・関門両層群をつらぬく状態は海

岸部によく観察される。

　このほかに石英斑岩の小岩体がときにみられ，下関水源池上池の南端にはolivine　augite

basaltが小さく露出する。

　　　　　　　．　　　　F西市一滝部一俵山地区
　関門層群は山口県の北西部にもっともひろく連続的に分布するが，公表された研究として

は，20万分の1山口・角島地質図幅のほか，小倉勉（1918）の調査報文と高橋英太郎（1950）

の予察があるにすぎない。わたくしは広島大学学生の助力をえてこの地を調査し，つぎのこ

とを知った。すなわち，いわゆる硯石層群の下部には脇野亜層群の一部が発達すること，下

関亜層群の中上部には安山岩質の火山岩や火山砕屑岩（従来はしばしば現岩として一括され
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た）が著しいが，石英安山岩ないし流紋岩質のものもすでに下部からあること，脇野・下関

両亜層群は局部的非整合の関係をもって接するが，あいともなって緩漫なあるいはときに申

程度の摺曲構造を形成すること，この上に八幡層類似のものが不整合に分布するが，それ自

身にもゆるやかな摺曲がみられること，などである。以下，本章では西市・豊田中・殿居・

田耕・滝部・神玉・粟野・俵山諸町村一円の地質を記載し，萩一三隅地区については次章に

のべる。（第10・ll図版）

　1．層序
　脇野亜層群

　基盤岩類との関係：石町（豊田下村）の西では一般走向NNEないしNE，北西へ30°±の

傾斜をもって豊浦層群歌野層があり，その上に走向はほぼ平行的だが，傾斜北西へ10～15°

くらいで脇野亜層群が不整合にのる。西市一麻生間の県道では豊浦層群東長野層類似の砂岩

・頁岩互層が小摺曲をくりかえし，これと脇野亜層群の関係は石英斑岩の貫入と木屋川にそ

う沖積層の被覆のため不明。郷原一台（西市町）間には，薄い炭層をはさむ礫岩・砂岩・頁

岩の互層で，岩相とくに礫岩の性質は美禰層群桃木層に似るが，台の豊ケ岳変成岩類の西に

分布する構造的位置からすれば豊浦層群にしたい時代未詳層が，かなりの急傾斜をもって摺

曲しており，この分布といくらか斜交し，かつ断層関係（おおくの場合石英斑岩が貫入）を

もって脇野亜層群の西市方面におけるよりも上位のものが接する。

　本地区の脇野亜層群は，北九州諸地域にくらべると，黒色頁岩が少くて礫岩の発達が著し

く，堆積の輪廻にもとついて，たがいに整合的な上下2層に分けられる。豊西地区において

論じたとほぼ同様の理由から，上の層（Wy）を脇野最上蔀すなわち若宮上部腐に，下（Wx）

を中上部すなわち若宮下部層一如来田層の一部を含むかもしれない？一に，現在の段階では

対比しておく。　　　　　　　　　　　　　　　　’　°

　Wx　中上部層
　　a’礫岩の顕著なrg　IOOm　±から

　　b　砂岩優勢で頁岩と小礫礫岩を小量伴う層200m±へうつる。

　石町西方の谷の基底礫岩は石灰岩のpebble・－cobble大の礫をおびただしく含み，西市東

方の県道にも同様のものの小露出がある。阿座上・神上寺（豊田下村）では若午の赤紫色層

をはさむ。b層は上記aの上と神玉村までの背斜の軸部（断層により変位断続）とに分布

し，一般に成層状態よく，ところにより石灰質でノジ＝一ルにとみ，ごくまれに赤紫色岩と

珪質岩をはさむ。bの上位・産地80畑浴部落のすぐそばの道（田耕村）の砂質頁岩から

　　IVahαmurαnaiα　cbU’ngshαnenSis（GRABAU）

が豊富にえられる。

　Wy最上部層　西市町から神玉村へいたる一帯にひろく分布し，　Wxと同様

　　a　礫岩の顕著な層

　　b　砂岩の優勢な層

と重なる1輪廻の累層である。a層は，厚さの変化にとむが平均して200～300m，上下両方

に漸移して厳密な境界をもとあがたい場合が多いが，礫岩の砂岩・頁岩にたいする量比から

も，礫の大いさ（ときに数cmにおよぶ）からもWxb中の礫岩よりはるかに著しい。礫は
チャート・砂岩・粘板岩・白色細粒の珪長岩様岩石の円礫を主とする。b層はもっとも厚い

ところで300mだが，まったく削除されることもある。岩相はWxbに似て層序関係の不明な
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ときは，神田・神玉村境のもののように，いずれか決定しえないほどである。

　b　の下部・産地81神田岬海岸（神玉村）の，黒灰・淡緑・青灰・乳白などの色のいりまじ

る，ややホルンフェルス化した頁岩から，

　　Anisus（（；yrauL’zss？）　sp・＿＿＿＿＿＿．．．＿＿＿＿＿rare

　　Trigonioides　kodairαi　i’ntermedius　HASE　MS………common

　　IViahαmuranαia　cnt’ngshαnensis（GRABAU）＿．＿．＿．very　abundant

を産出する。T．　koaat’rαi　internzeaiusの意義については小倉地区（皿C3）でのべたが，下関亜

層群の下に普通の砕屑岩を主体とする累層が，一部整合一部非整合に重なる岩相層序関係と，

この化石種の産出によって，脇野亜層群上半部の本地区における存在が認定されるわけであ

る。A．（（；，　？）sp．はK．　SUzUKI（1943）による錦舞層産の同名の巻貝に同定される。

　西市一神玉一帯のWy中には赤紫色岩は無視しうる程度にしかないが，大河内・郷原の

300m＋の厚さの本層にはあざやかな赤紫色層がよく発達し，岩相としては脇野らしくない。

しかし，この層の上にふたたび顕著な礫岩から始まる別の輪廻の1累層があることと，南西

からの地層の追跡によって，豊西地区における網代鼻北方の赤紫色層と同様，これは正規な

Wyの局部的異相と考えたい。この北東鋸山（俵山村）ではふたたび正規な相をしあすが，

以上の岩相の水平的変化についてはなお検討の余地がある。

　神玉・滝部・田耕の地域には，bのとくに上部に緑色の凝灰質様砂岩があり，1～2の標本

にっいては鏡下に安山岩片をみとめたし，aの礫岩中にもときに安山岩ないし珊岩礫がみら

れる。

　下関亜層群　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　脇野亜層群との関係：小倉地区における関係によくにる。八道（豊田中村）・杢路子北東

（殿居村）・滝部などでは，チャート・砂岩・粘板岩・安山岩・石英安山岩ないし硅長岩様岩

石などのpebble・cobble・まれにboulder－一場合によってはほとんど火山岩礫だけ一か

らなる雑色礫岩があり，これをもって下関亜層群の基底とする。一方，田耕村（畑浴南・下

太田・市庭南）宇賀村（二見・下峠西）の区域では，脇野の砂岩・頁岩層から下関の赤紫色層

へなんら基底礫岩なく移りゆき，つねにではないが脇野最上部に漸移層的性格をおびる緑色

凝灰質様砂岩の発達をみる。郷原南・地吉北（西市町）・黒川（俵山村）には著るしい礫岩

層があるが，直下の脇野最上部層へ礫の大いさと量を減じながら漸移する。これをひろく地

質図と柱状図によってみると，一概には言えないけれども，基盤に近い東部ではWy全体

としての厚さも比較的小さく，そのb層の一部ないし全部が往々にして削除されるが，盆地

の中心によった西部ではつねにb層を伴ってWyがより厚くあり，前者の場合基底相として

の礫岩の発達をみ，後者の場合現象面としても漸移的である，ということが原則的には言い

うる。要するに脇野・下関両亜層群は局部的非整合の関係にある。

　Sx下部層　　層厚・岩相ともかなり変化するが，2つの型が認められる。一つは標式的

な硯石相を示すもので，八道・鷹子（豊田中村）・杢路子では赤紫～緑色の火山質礫岩と砂岩・

頁岩がよく発達し，上部には凝灰岩・凝灰角礫岩を伴なって中上部層へ漸移し，厚さ100m－

～ 150m＋。いま一つは田耕村市庭から滝部村北部一帯に分布するもので，青灰・灰白など

比較的淡色の砂岩・砂質頁岩を主体とし，若干の礫岩（チャートや珪長岩様岩石の礫が多い）

を伴なって一般によく成層し，赤紫色岩はところどころに薄くはさまれる程度で，標式的な

硯石相でない。注目すべきは酸性の火山岩または火山砕屑岩を伴うことで，場所により最下部
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からすでにあるが，とくに上半部に顕著だから，全層厚600m±のこの型のSxは，おのおの

の厚さ300mのa・b2・部層に分けられる。この酸性岩は淡青～淡緑～白色，おおくは塊状礫

質，肉眼的には緑色の蝋石様小角片を含むのを特長とし，斑晶には斜長石が多く石英は普通

少く（なかにcorrodeされたものがある），流紋石英安山岩と言えばよいものである㌔

　二見・上畑（宇賀村）方面では，下部300～400mに赤紫色礫岩・砂岩・頁岩の発達が著し

いが，上部にはやはり流紋石英安山岩類がある。八道・野中（豊田申村）・地吉方面の下部層

中にも，基底ちかくからすでに薄く流紋石英安山岩類のはさまれることがある。朝生南のも

のは一一見脇野亜層群と識別困難な岩相をしめすが，少量の赤紫色岩と安山岩質角礫岩の存在

によって下関亜層群に入れられる。

　郷原・地吉・黒川では小礫礫岩と砂岩・砂質頁岩のひんぱんな互層300m＋からなり，礫

岩が多く赤紫色岩はあまり著しくない。下部に近い産地82郷原の南・グム北西の谷（西市町）の

暗色石灰質頁岩から，

　　　　Cf臨陥乃αm配rαηα言αcんδη93ゐα1zε漉s（GRABAU）

が植物破片とともにごくまれにえられた。

　Sy　中上部層　　諸種の火山岩・火山砕屑岩を主体とする厚さ最高2000m近い累層。構造

の複雑さも加わって層序の解析は容易でなく，知識不充分な点が多いが，今後より詳しい野

外調査と岩石学的研究が進展すれば，各地の類似累層の一標準になりうるであろう。

下部a　安山岩とその火山砕屑岩の互層，下部層Sxと漸移整合の関係にあり，おもに豊

田中村を中心とする地域に盆状構造をとってひろがる。緑色ないし一部赤紫色，しばしば風

化して赤褐～黄灰色を呈する。指頭大・拳大・人頭大～ときに数10cmをこえる安山岩礫か

らなる集塊岩や角礫岩，ないしは若干の陶汰と水磨をうけた火山円礫岩が，熔岩と垂直的に

も水平的にも複雑に移化しあい，赤紫色その他の凝灰岩・まれには砂岩をはさむこともあ

る。岩質的には比較的酸性の安山岩類（ひどく変質をうけ，もとの有色鉱物は不明，石英は

みない）が主体のようで，一部に両輝石安山岩もあったが，これは本層の一員か後の貫入岩

か不明。全体の厚さは北半部で100～200m，南半部で約400m。

　aノ上記のように，豊田中村北部一俵山村南部ではaの層厚がうすく，この上に雑色礫岩

・ 砂岩・頁岩互層200m＋がくる。宇内の北では安山岩のcobbleを含む火山円礫岩や礫質凝

灰岩をよくはさみ，宇内以南のaの上部（中・大礫からなる火山砕屑岩が主体）と側方に移

化しあうように予察される。層序関係をのぞいた岩相だけからはSxと区別困難であり，稲

見北東では一部に流紋石英安山岩類もあるが，産状は不明。

　上に述べた中上部層下部Syaの安山岩類は，典型的な硯石相をしめす厚さ200mにたりな

い下部層Sx上にのみ発達し，俵山村と田耕・滝部村の地域では，Sxの厚さが300～600mにお

よんで，その上にSyaに相当する安山岩類をみない。中上部層主部の塩基性安山岩～珊岩（次

項Syb）は，前者の場合Sya－a’を，後者の場合直接Sxを被覆・貫入する。それゆえSyaの酸

＊火山砕屑岩ないし熔岩か貫入岩床か厳密には明確でないが，ある特定の層にかぎってあらわれ，砂

岩・頁岩と互層し，若干の粒度の差がみられる。包含される岩片には安山岩があるが，下関亜層群の

基底礫岩にもすでに安山岩礫が含まれるのだから，それをもって北彦島層相当の安山岩後ないしは八

幡層の貫入岩床とするわけにはゆかない。
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性安山岩層は，田耕・滝部地域の流紋石英安山岩類の顕著な層Sxbと同時異相的な関係を

もって，中上部層の下部にtongue状によこたわるものとみられる。これを下部層のなかに含

めず，中上部層の一員としたのは，安山岩の始まるところで塩浜層と北彦島層が分けられる

彦島の標準層序との比較，および上の境が認識しにくいのにたいし，下部層との境は追跡し

やすい野外の事実によったのである。

　主部　　豊田中・殿居両村北部と俵山村に標式的でつぎのものからなる。

　b　安山岩および現岩，豊田中村北部ではSya－a’につづいて輝石現岩＊と両輝石安山

岩＊＊があり，俵山でも塩基性の粉岩と安山岩（元の有色鉱物は変質はげしく一おおくは

epidoteにかわり一不明）が，この場合はSxの見かけ上上位にくる。珊岩・安山岩とも肉

眼では緑色一部赤紫色，塊状，ときに板状節理が発達し，同様の外観をしあすので，分布と

相互関係は未詳。まれに豆粒～拳大の角礫を含むものがあり，一俣西（殿居村）の安山岩は

基底に火山礫凝灰岩をもつ。厚さは測れないが全体で300～400mはあろう。局部的にはやや

酸性の安山岩類もみられるが，本層の一員かどうか不明。

　c　俵山湯町では，b上に安山岩類の礫からなる火山円礫岩があり，ついでよく成層した

暗～緑色砂岩頁岩互層・赤紫色砂岩頁岩と火山質礫岩の互層（とくに上部）・安山岩～石英

安山岩とその火山砕屑岩などからなる累層がくる。殿居北部にも同種のものがあり，いずれ

も全体の厚さ300～400m。

　d流紋石英安山岩層，Sx中のものと肉眼的にも顕微鏡的にも同性質だが，より厚く顕著

に発達する。石基は一般に脱璃作用をうけ，斑晶には斜長石が多く，例外はあるが石英は少

い。普通淡色，ときに赤紫～暗色，細粒緻密なものと，同質および異質の小岩片を含んで角

礫状のものとあり，また流理構造を示すものと，いくらか火山砕屑岩的なものとがある。淡

色～雑色砂岩・頁岩の薄層一中部ではやや厚く50m程度一をときどきはさむ。全体の厚さは

200～300m。

　e　殿居北部ではd上に，酸性安山岩（変質はげしく有色鉱物は不明，ふつう石英を含む）

がくる。厚さは明らかでないが500m前後。

　e’俵山砂利峠ではd上に，緑～灰色一部赤紫色の凝灰質様砂岩・頁岩（まれに小礫礫岩）

互層がくる。よく成層し，厚さは150m（ただし上限不明）。

　粟野川中流と狗溜孫山の地域でも，以上の標式的層序と大差はない。

　粟野川中流では，下部層Sxb上に両輝石安山岩層（Sybに相当）があり，厚さは東で400～

500mのものが北西ではきわめて薄くなるらしい。この上に安山岩と火山礫凝灰岩を主とし，

若干の雑色砂岩・頁岩をともなう200m前後の岩層（cに相当，安山岩類は酸性，ときに石英

安山岩質）が重なり，さらに上部に淡色砂岩・頁岩をともなう流紋石英安山岩層（dに相当）

がくる。

　狗雷孫山北斜面でも，おそらくSxbの流紋岩質岩石上に，両輝石安山岩300m以上，砂岩・

＊ 石基は結晶質でいくらかophitic　textureににた組織をもち，　interstitiaIにquartzを含み，斑晶

　にはplagioclaseとaugiteのほかに少量のpigeoniteがある。
＊＊ plagioclaseの斑晶が多く、若干のaugiteとhypersthene（bastiteにかわる）があり，石基は前者ほ

　ど結晶質でなく、ときに流理組織をみせる。粉岩・安山岩ともときにmagnetiteが多く，また変質を

　うける。
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頁岩をともなう流紋石英安山岩層100m以上と累重し，山頂にふたたび安山岩（有色鉱物は

大部分calcite，一部bastiteにかわる）がのる。この西方には宇賀村湯玉にかけて，輝石班

岩とされたものがひろがり，そのほかにも脇野・下関両亜層群の一部をつらぬいて，各地に

岩脈・岩床・岩頸状に，石英班岩（一位岳・花瀬峠など）と輝石班岩が露出する。これらの

なかには岩質上，中上部層の一員とされるものがかなりあるにちがいない。

　標式地の下関亜層群との対比：対比については有効な化石がなく，岩層の連続もたち切ら

れているので，おもに火山活動の比較によった。1）雑色岩を主体とする下部層Sxは，層序

的位置からしてほぼ塩浜層にくらべられる。ただし，その中の流紋石英安山岩類に相当す

るものは，標式地付近に知られず，既述のように，Sxの上部はSyaと同時異相的関係にあ

る可能性が強い（萩一三隅地区の資料からも）。2）中上部層Syの下部aの酸性安山岩類は，、

彦島・小倉地区・豊西地区にひろく分布する北彦島層下部のhornblende　andcsiteにくらべ

られ，3）主部bの塩基性～両輝石安山岩・輝石粉岩類は，北彦島層中上部のpyroxene

andesite・pigeonitic　augite　porphyriteのグループ（豊西区ではこれに相当するものがない）

にくらべられる。4）問題はSydの流紋石英安山岩層で，標式地ではこれに匹敵するほどの

酸性岩はみられないが，北彦島層中部にquartz－bearing　hornblende　andesiteないしdacite

が小さく露出し，筋ケ浜層にデレン岩質とされた凝灰岩や火山円礫岩が発達する。豊西地区

の筋ケ浜相当層にも一部に同様の凝灰岩がある。岩質と顕著さからすれば，北彦島層中の含

石英安山岩よりも，筋ケ浜層のデレン岩質火山砕屑岩をSydに対応させる方がより妥当で

あろう。（そうすると，むこうで特長的だった筋ケ浜層の礫岩が，こちらでは発達しないと

いう非調和が生ずるが，この場合火山活動の方を重視したい。）

　以上の点から対比を試みれば，Sx＝塩浜層（場所により＋北彦島層下部），　Sy＝北彦島層

（場所により一下部）＋筋ケ浜層ということになる一第1図版の層序表参照。このように，

標式地と岩相発達や火山活動の点でかなり平行的ではあるが，層序区分は厳密には一・致し

ない。Sx・Syの記号と下部層・中上部層の仮称を用いたのもこのためである。

　Y　八幡層

　豊浦・大津郡境山塊から粟野川下流と阿川村方面にかけて，八幡層に対比される酸性岩が

ひろく分布する。主体をなす岩石は流紋石英安山岩で，下関亜層群のそれと岩質的には区別し

がたい。すなわち，白色～淡色，細粒の場合もあるが，豆粒～指頭大の同質・異質の破片

（蝋石様鉱物・安山岩片など）を含んで角礫状のことが多く，往々にして流理構造が顕著に

発達し，これに平行な板状節理がみられる。斑iに斜長石が多く，一般には石英の少いことも

下関亜層群のものと同様であり，石基は破璃質だが多くは脱璃され，ときにmicrospherulite

が観察される。変質をうけchlorite・calcite・epidote・sericiteなどができる。

　粟野川下流にそう層序では，とくに上部に灰色砂岩・頁岩・凝灰岩互層がよくあり，少量

の黒色頁岩と剥離性縞状頁岩を伴い，微小植物破片の密集した葉層をはさみ，全体の厚さ

は露出の範囲で500mくらい（上限不明）である＊。

＊　この砂岩・頁岩をよく伴う粟野川下流域のものは，豊浦大津郡境山塊のもののように，下位層群と

の不整合関係が明瞭でないので，岩相だけからは下関亜層群の流紋石英安山岩層Sydたる疑いも，な

いわけではない。
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　地質図の上で分布をたどると，殿居北部では下関中上部層のかなり上位をおおうが，田耕

・ 粟野では同留のより下位に接し，俵山北部一菱海南部では，化石がないので明確さを欠く

が，岩相と層序からすれば下関下部習と脇野亜層群らしい両方の岩層上に直接重なる。それ

ゆえこの酸性火山岩層は，別の累層として関門層群から切り離される。

　このほかに，肉眼的にも石英の斑晶が多く，斜長石と正長石を含み，基質も一般により粗

粒な普通の流紋岩ないし石英斑岩が，神田村と菱海村の地域にひろく分布する。少くとも局

部の現象としては，縞状細拉な周辺相をもって八幡層の流紋石英安山岩類をつらぬくところ

があるが，分布はたがいに密接である。

　2．地質構造
　本質的な点はこれまで各地区でのべたところとかわらない。

　基盤に近い地域では，関門層群はNE－SWに近い一般走向と北西へ20圭10°の傾斜をもっ

て単斜的に重なり，華山では豊浦層群と15°±の傾斜の差がある。中心部の地質構造はこの

ように単純でなく，大小いろいろの規模の緩傾斜・ときに申程度の強さの摺曲をみせる。

殿居南部一田耕南部一神玉中部に，E－WからNWへかわり，ふたたびE－Wに近づく主

背斜軸（断層で変位されたり，場所によって表現が不顕著になったりする）が走り，脇野亜

層群がNEEからNWの走向と20～30°（±20°）の傾斜をもってひろく露出する。脇野と構

造的には平行な下関亜層群は，この両翼に分布するわけだが，北東翼では，粟野川中流で一

般走向がNEからNWへかわり，殿居でE－W，豊田中・俵山でNEないしN－S，菱海南

部ではNWになり，郡境山塊をとりまいて盆状構造をつくる（副次的摺曲と後成断層によ

って元の形はかなり変形される）。この構造的盆地の上に八幡層がのるが，場所によって関門

層群の異なる層準と相接することは既述のとおりである。下関亜層群にたいしては大きな変

位鼠をもたらすある種の断留が，八幡層中にはいると，まったく不明瞭になるか，少くもた

いした変位を与えないということが地質図から読みとれ，両者とも火山岩層であるため，予

察の範囲にとどまって確認困難だが，下関・八幡間にある種の変動が考えられる。一方，八幡

層自身も，郡境山地における分布は向斜状であり，田耕北部では流理構造とそれに平行な板状

節理によって東へ15～30°の傾斜が測られ，粟野川川口付近では20～30°の傾斜をもって小規

模なドームや盆状構造を形成することが，この場合は砂岩・頁岩層の爽在によって知られる。

　後期中生界を貫く火成岩類：関門層群中には諸所に輝石粉岩と石英現岩があらわれるが，

このなかには岩質上，下関中上部層の…員としてよいものが多いことはすでに述べた。これ

とは別に，八幡層をつらぬぐらしい両輝石粉岩が，新しい玄武岩におおわれて阿川村にひろ

く露出し，鏡下でも比較的新鮮で下関亜層群のものほど変質をうけていない。同様のものは

俵山北部の石英班岩中にも小岩脈としてある。このような現岩のくわしい種別はまだ充分で

ないので，地質図には一括される。

　石英斑岩ないし流紋岩は，八幡層と密接に相伴うもののほか，関門層群中にも小岩体とし

てあらわれ，岩質的には粗粒のものとリソイダィト様のものとがある。

　閃緑岩類一一華山北部の岩体は，東で石英斑栃岩，西で石英閃緑岩ないし閃緑班岩を主体

とする。狗函孫山には下関亜層群の安山岩を貫く閃緑岩ん閃緑班岩がある。矢玉の南にも石

英閃緑岩が露出するが，一部は熱変成をうけ，この南にはモンゾニ岩的なものが小さくあ

る。滝部・神玉の地域では，花闘閃緑岩と花闘岩が関門層群をホルンフェルス化する。阿川・粟
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野の南部にはNEE方向に長くのびて，黒雲母角閃石石英閃緑岩・花闘閃緑岩（一部斑岩状）

・ 黒雲母花醐岩などからなる岩体があり，中生界の地質構造からもこの方向に断層が推定さ

れる。このほか豊田中・殿居の北部にもところどころに花闘閃緑岩と閃緑岩～閃緑現岩の小

露頭がある。

　　　　　　　　　　　　　　　G　萩一三　隅　地　区

　山口県の萩市南部から三見・三隅・共和・仙崎・深川・於福の諸町村にわたる関門層群

は，前章にのべた西市一滝部一俵山地区のものの延長であって，それと地質の状態もよく類

似するので，ここでは簡単な記述を与えるにとどめる。（第12・13図版）’　t．

　基盤岩類およびそれと関門層群との関係：基盤岩類は，地区の中央部に断層によって一部

あらわれるほか，おもには南部に分布し，・つぎのような各種のものからなる。

　豊ケ岳変成岩類，三隅町辻並付近にあり，破砕され風化面はよく偽礫状を呈する砂岩・頁

岩・石灰質岩，淡緑色で凝灰質様のみかけをする塊状砂岩，チャート，変輝緑岩ないし変玄

武岩などからなる。ところどころに蛇紋岩が貫き；辻並南方の谷には破砕花醐岩の小露頭が

ある。

　別府層群その他の非石灰質古生層，前記の南，すなわち共和村柏木付近と焼河内一河原上

一帯には，塊状均質な砂岩を主とし，頁岩・チャートをともない，まれに石灰岩レンズを含

む岩冨が，かなりの急傾斜をもって発達する。明木村にも同種のものがある。

　秋吉石灰岩層群，共和村南部に基盤を構成する。

　美禰層群，於福村北部では，礫岩を主とし砂岩・頁岩・石炭をともなう桃木層が，普通

NE～NEEの走向と北西へ30～40°の傾斜をもって分布する。

　豊浦層群P，三隅町正楽寺には，黒色頁岩をともない，ときに葉層理の発達する細粒砂岩

層が，NE～NEEの走向と北西へ40～50°の傾斜をもってせまく露出する。化石は発見され

ないが，岩相と豊ケ岳変成岩類の西にあらわれる構造的位置から，豊浦層群と推定される。

　下関亜層群が，以上のような基盤岩類を直接おおい，一般走向NEE～NE，20±10°の傾

斜をもって北へ重なるわけだが，基盤を離れた地区の申心部では，下関の下位に脇野亜層群

の一部が発達してくる。

　脇野亜層群

　Wy最上部層　下限まであらわれるところはないが，三隅町津雲・飯井の海岸に標準

層序がえられ，

　　a　礫岩の顕著な層，100m±

　　b　－一般によく成層する暗～青灰色細粒砂岩・砂質頁岩を主とし，淡緑～乳白色珪質岩

の薄層やまれに小礫礫岩をはさむ層，200±50m

　と重なる。（厚さは断層のため厳密さを欠く。）bに相当するものは萩市南部と三隅町の各地

にも発達する。西市・俵山方面からの直接の連続は不明だが，層序関係から一一応脇野最上部

層とする。

　下関亜層群

　北部では脇野亜層群上に重なるが，南部では既述のように基盤岩類を覆蔽する。

　Sx下部層　　連続的な露出は三隅町室生・野波瀬の海岸にみられる。そこでは，チャー
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．ト・砂岩・安山岩ないし粉岩・珪長岩様岩石などの礫とともに，石灰岩のcobbleやときに

boulderをおびただしく含む礫岩が，下部約100m間に数層発達する。雑色は最下部からす

でにあらわれる（石灰岩礫岩の基質もときに雑色かつ凝灰質）が，とくに上半部にいちじる

しく，赤紫色砂岩・頁岩と火山質礫岩（ときに凝灰角礫岩）がひんぱんに互層してくる。全

体の厚さは500m。石灰岩礫岩は海岸部のほか三隅町とその南万一帯に連続し，下関亜層群

が脇野上に重なる場合だけでなく，，豊ケ岳変成岩類や非石灰質の別府層群を直接おおう場合

にもよく発達し，その顕著さによって下関亜層群の基底相とされ1同時に鍵層として構造の

解明にも役立つ。

　阿武川・明木川の流域では，’．下部層の厚さは100m位しかなく，礫岩を主とするが，赤紫

色はあまり著しくない。　　　’

　共和村と赤郷村の秋吉石灰岩層群上に，石灰岩礫岩を基底にしたり，あるいは直接赤紫色

砂岩・頁岩を基底にしたりして重なる下部層は，・

　亀，　（下半部）200m圭に，雑色の礫岩・砂岩・頁岩互層があり，

　b　（上半部）150m士は，流紋岩ないし流紋石英安山岩の凝灰岩・火山礫凝灰岩，ある6

は角礫質熔岩（石英安山岩くらいで流理組織のみられるものがある）からおもに構成され，

雑色の砂岩・頁岩をはさみ，滝部・田耕地区に発達するSxb層によく似る。同様の酸性火

山岩～火山砕屑岩層は，三隅町日尾・滝坂・萩市南郊・北木間などにもある。

Sy．中部層

　a　石英安山岩層，石英安山岩を申心とし，一方に酸性安山岩，他方に流紋石英安山岩ま

である火山岩層で，Sxの雑色岩層上に重なる。萩市南部では露出のかぎりで厚さ200m±，

暗～緑色でときに角礫状構造を呈し，あるいは流理構造を示すこともある。三隅町天井山か

ら渋木・仙崎方面にひろがるものは，レばしばひどく珪酸化作用をうけ，塊状で青灰～淡緑

色，風化すると灰白色などを呈し，一部には凝灰岩～角礫岩様のもの，一部には粉岩様のも

のもあり，ときに灰色～赤紫色砂岩・頁岩・石灰岩礫岩などをはさみ，不明確だが厚いどこ

ろで500m程度と推定される。

　このSya層とさきのSxb層とは，ともに同系統の火山岩類で特長づけられ，西市・滝部

地区におけると同様，ほぼ同時的な関係にあるものとみられるが，おもに野外調査における

便宜さと，標式地における層序区分との比較から，どちらかといえば流紋岩の方により，小角

礫岩状を呈し，砂岩・頁岩とよく互層し，下位の地層との境もあまり明瞭でないSxbは下部

層に，より安山岩の方により，塊状の火山岩を主体とするSyaは中部層に含めたわけである。

．b　両輝石安山岩層，　aの石英安山岩類よりもおくれて，紫蘇輝石普通輝石安山岩～普通

輝石安山岩類を主体とする岩層がくる。桂木山・八久保一帯では，暗緑色ときに赤紫色，細

粒緻密な熔岩流を主体とし（ごく一部では角礫状），厚さは露出の範囲で約400m。野波瀬北

西の半島では，拳大・人頭大・まれにはlm近い火山岩塊を含み，局部的には赤紫色頁岩と

不規則にいりまざる角礫岩が，塊状均質な安山岩とくりかえし交互し，全体の厚さ500～600m

（上限不明），なかに両輝石粉岩もある。萩市南部にひろがるものにも，熔岩流状のものと赤紫

色頁岩の薄層をはさんで火山砕屑岩状のものとがあり，鏡下では，斑晶の縁にopaciteを生

じ，もとの有色鉱物は変質してまったく不明なものが多いが，なかに比較的新鮮な普通輝石

ないし両輝石安山岩もある。
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　c　青海島の柴津浦沿岸には，よく成層した赤紫～緑色砂岩・頁岩を主とし，安山岩質凝

灰角礫岩～火山質礫岩と，一部に流紋石英安山岩（凝灰岩？）をはさむ層がある。厚さ100

m＋，孤立的に露出するので，層序的位置は確かでないが，分布から野波瀬の半島・通浦・

大島のSyb層の上位にくるものとする。．

　粉岩：脇野・下関両亜層群のいずれをも貫いて粉岩がある。いちいちの岩体についての種

別は未詳なので，地質図には一括されるが，一つは石英を含む角閃石班岩で代表され，萩市

奥玉江から三見村南部に広がる大きな岩体と，飯井・大滝などの諸所に小岩体があり，一つは

両輝石現岩で代表され，日尾・1從木東南などに露出する。これらの珊岩の多くは，既述の安

山岩類と分布が密接であり，岩質上からも下関亜層群の一員とされよう。一野外での両者

の識別は容易でなく，厳密な境界はあまり求められていない一

　標式地との対比は，前章で論じたところを適用すればよい。すなわち，下部層Sxは，西

市・俵山地区のそれと同様，塩浜層（場所によっては北彦島層下部を加えたもの）に，中部

層SyaとSyb（cも？）は，これも西市・俵山地区の同記号の岩層と同様，それぞれ北彦

島層下部と北彦島層中上部に対比される。　　　　　　　　’

　Y　八幡層

　おもに青海島に，下関亜層群をおおって広がる。赤紫・桃色・灰色などを呈し，流理構造

が著しく，それにそって多量の小岩片を含む流紋石英安山岩（豊浦・大津郡境山地のものに

類似）で特長づけられる。大泊～箕越の海岸では，火山礫凝灰岩状のものと淡色砂岩・頁岩

を伴う互層＊（粟野川下流域のものに類似）が発達し・その走向傾斜はNNE－SSW，西へ20～

30°で，下に重なるSyc層と大差ない。

　このほかに普通の流紋岩ないし石英斑岩があり，一部では流紋石英安山岩層をつらぬき，

萩市南方では，下関亜層群上に，火山礫凝灰岩を基底にして，分布からみると水平に近くひ

ろがり，その端は桂木山頂にも残存する。

　地質構造

　関門層群の一般走向はNEE－SWW，同方向に軸をもった緩傾斜の摺曲（軸はふつう西へ

傾く）をくりかえし，NWおよびNE性の後成断層によってひんぱんに変位される。

　明木村と共和村南部一帯の古生層上に重なる下関下部および中部層は，萩東南一桂木山に

向斜を形成し，この北・落畑に背斜をつくる。古生層の露出は，共和村嘉万から萩市玉江へ

つづく顕著なNE断層によって，焼河内一坂水一帯と柏木に再現され，この北・辻並には変

成岩類が断層にかこまれて孤立的にあり，さらに西・正楽寺にはNNE断層に境されて豊浦

層群？があらわれ，この付近の地質構造は相当に複雑である。これらをおおう関門層群も，

南東におけると同様，権現山・天井山・花尾山にごく緩やかな向斜を形成する。岩層の分布

状態から，三隅川にそうNWW断層が推定され，その北部の地塊では，三見浦から三隅中

へいたる背斜があって，軸部に脇野亜層群が露出し，南は宗頭まで，北は青海島までの下関

下部および中部層がその両翼を構成し，地区の北西端にいたって八幡層があらわれる。

　NW・NE断層とも，ある程度等間隔をおいて周期的にあらわれることが多く，また連続

性よく，顕著な破砕需をもち，地形上にも明瞭に表現されるものが，とくにNE性断層に多い。

＊ 　この互層は，下関亜層群中の流紋石英安山岩層たるおそれもなしとしない。
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　後期中生界を貫く火成岩類：班岩と石英斑岩についてはすでに述べた。閃緑岩類は，萩市

南部の山麓では角閃石黒雲母花嵐閃緑岩で代表され，中山・三見市・床並では黒雲母角閃石

石英閃緑岩ないし閃緑粉岩が主体で，一部に花闘閃緑岩があり，下関亜層群の一一員とみられ

る班岩をもつらぬいて熱変成を与えるが，分布はその粉岩と密接である。同系統の岩類の小

露頭はこの他にも諸所にみられる。

　萩市西方海岸と三隅市南部には黒雲母花闘岩があらわれ，三見村の鎖坂その他には半花闘

岩の小露頭がある。

H　厚　狭　北　西　部

　松本達郎は山口県厚狭町北方を調査して，いわゆる硯石層群からは初あての貝化石を発見

した。その後わたくしも，化石の新たな採集と層序の樹立を目的として，この地を訪れた。

地質の状態は，前章までに詳述した山口県の他の場所とよく類似するので，松本の未発表資料

とわたくしの調査にもとづき，大要を摘記するにとどめる。（第14図版）

　脇野亜層群

　上部三畳系を不整合におおい，山川・別府・福正寺の一帯に分布。礫岩・砂岩・頁岩から

なり，若干の赤紫色岩をともなう。礫岩の顕著な部分に着目すれば，山口県の他の地区にお

けると同様，Wx中上部層・Wy最上部層の2堆積輪廻が認識できそうである。それぞれの

厚さは150m＋と350m。第6表のような化石があり，脇野亜層群上半部に対比が可能である。

第6表　厚狭北西部の脇野亜層群産貝化石
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　下関亜層群

　山川・瀬戸間の道では，脇野最上部のよく成層した青灰色砂質頁岩ないし砂岩・頁岩細互層

の上に，軽微な侵蝕面を境として，小・中礫からなる礫岩があり，これをもって基底とす

る。瀬戸・柏原・平原に分布するものは礫岩・砂岩・頁岩からなり，赤紫色岩をとくに中部
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に多量にともない，普通の灰色砂質頁岩は下部に多く，礫岩は上記基底部のほか中部にも顕

著なものがある。全体の厚さは約500m。層序関係と岩相から，標式地のSl塩浜層に相当す

るものとされ，走向傾斜は脇野亜層群と平行的（傾斜30±20°）で，あいともに瀬戸付近に

おいて，東西方向に軸をもっだ向斜を形成する。　　　．

松岳山から松瀬一帯には，安山岩とその凝灰岩・凝灰角礫岩などからなるSm北彦島層相

当の火山岩層が分布する。　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　IV　総　括　と　結論

　前章までに，かっては一連のものだっだetiち沁丸∫ないが，現在は連続を断ち切られてあら

われTいる，酉申国・北九州の後期中生界の層亭と構造を，各地区ごとに記載してきた。そ

れちの資料を綜合することにより，第1図版に示歩ような層序の整理と対比が得ちれた。

以下，層序関係・岩相・火山活動・化石・地質構造・地史・関係する他地域との対比などに

ついて，全般的考察を試み結論とする。（第1図版参照）

　1．分布・層序関係

　豊西層群は山口県の西部・豊西内日地区にのみ発達し，豊浦層群の歌野層上に非整合に重

なる。

脇野亜層群は北九州に全層揃って発達し，三郡変成岩類と相田層その他の非変成古生界を

顕著な不整合をもっておおうが，北九州の先端・門司山地から西中国に入ると（中部中国で

も），下部すなわち千石層＊を欠いて，中上部の地層が直接基盤岩類に接する。豊西内日地区

では豊西層群を脇野上半部の累層がおおうが，盆地縁辺部において吉母層の一部ないし全部

を削り去？て非整合の関係にある。豊浦・豊西・脇野・下関と順次重なる層群～亜層群の，

おのおの隣り同志のあいだでは構造的に平行だが，西市地区のように豊浦層群上に直接脇野

上半部が重なるときには，最少10～15°の傾斜の差があり，厚狭地区では美禰層群の複向斜

上に分布するが，構造的差違は前の場合より大きいらしい。

　下関・脇野両亜層群は，合せて関門層群とされるほど，分布・層序関係ともに密接である。

まったく漸移整合的な場合もあるが，盆地縁辺部に近く，ときに脇野最上部～上部層の一部

が削り去られ（小倉地区・西市地区など），あるいは現象面として下関基底に軽微な凹凸面が

観察され（豊西地区・厚狭地区），非整合の場合も多い。さらに萩一三隅地区の縁辺部では，

下関亜層群が，豊浦（？）・美禰・秋吉石灰岩・別府諸層群，豊ケ岳変成岩など諸種の基盤岩

類を，古期岩層にたいする程顕著な不整合をもって，直接おおう。

　八幡層は，八幡小倉南部と山口県北西部に，下関のみならず脇野亜層群をも直接おおって

重なり，一部では両者に貫入する。火山岩層であるたあ，地質構造の解析が困難だが，下位

層群と局部的には平行，全般的にみると軽い斜交関係にあり，より弱い摺曲度をしめすよう

に予察される。

　2．岩相・堆積輪廻・層厚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

礫岩：礫岩はいろいろの層準に含まれるが，とくにつぎに述べるところに著しい。

1豊西層群では清末層と吉母層最上部に発達する。清末層基底部の礫岩は，関門層群めもの

、＊ ，似下の論述では，すべて標式地の地層名で他の地区の相当層をも代表させる。
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にくらべると比較的陶汰よく，pebble大でよく円磨され，礫種には砂岩・珪長岩様岩石・

豊浦層群の頁岩などもあるが，チャートないし珪岩が圧倒的に多い。吉母層最上部にくる礫

岩は，その基底に軽微な侵蝕面をもち，清末層のものにくらべると，陶汰と円磨度に劣り，

礫の平均の大いさも大きく，礫種にはチャートないし珪岩と砂岩が多く，これらの点でむし

ろ脇野亜層群のものに近い。

　岩相発達の面からみると，豊西層群は，基底の礫岩・砂岩層から，頁岩の多い礫岩・砂岩

・ 頁岩互層，砂岩優勢な頁岩との互層をへて，最上部の礫岩・砂岩層へいたり，正規なもので

はないが，1堆積輪廻をしめす。一方，標式地の脇野亜層群では，そのような大きな輪廻で

なく，薄い礫岩を基底にして始まる中程度の規模の輪廻が4回認められ，おのおのは軽微な

侵蝕面によって境される。この非整合はつねに認められるわけではないが，相応する礫岩は，

標式地以外でもたいていの所にある。山口県では，既述のように下部の輪廻が欠けて、・上の

2輪廻しかない（1輪廻しかみられないところもあるが，そこでは下限不明）。

　脇野亜層群における礫岩の発達程度は，北九州では，小倉地区の最上部の輪廻に局部的に

著しいものがあるほか，…般にはたいへん悪いが，西中国側では厚く顕著である。普通，清

末層のものにくらべると，礫種が多く，陶汰は不良でcobble大までのものがあり，中・大礫

はある程度円磨されるが，間隙をうずめる小・細礫は角ばる。礫種としては珪岩・チャート

・砂岩・粘板岩が多く，ときに片岩・現岩掴し〕レ安山岩・珪長岩様岩石などがみられ，各

formationの基底の礫岩には局部的に多量の石灰岩礫を含むこともある。

　下関・脇野両亜層群の関係は，一部整合・一部非整合だが，いずれの場合にしろ，下関基

底部ないしそれに近い層準に，原則として礫岩の発達が著しい。下関市一帯では，筋ケ浜層

にふたたび顕著な礫岩が厚く堆積し，その基底には非整合が認められる。これらの下関亜層

群の礫錯は，礫の大いさ・陶汰度・円磨度など，脇野のものと類似するが，礫種には，珪岩

『・チャート・砂岩・粘板岩・片岩などのほか，安山岩・石英安山岩，局部的にはデ0ン岩な

いし流紋岩など多量の火山岩礫を含む一ときにはほとんど火山岩礫のみからなり，そあ陶

汰はきわめて悪く，boulder大に及ぷものがある一のを特長とし，基底礫岩には局部的に

石灰岩のcobble～boulderがおびただしい。なお，関門層群中には赤紫色頁岩などの同時侵

蝕礫を含むものがしばしばある。　一

　砂岩・頁岩：豊西層群は白色～淡色あ石英質砂岩で特長づけられ，基底部では粗粒，また

含礫質のことも多く，塊状でときどき偽層をしめし，よ’く連読する。主部と上蔀では黒色～

暗青色頁岩とくりかえし互層する。　　　　　　　　　　　　　暫　1’

　脇野亜層群の砂岩はおもに細粒で，太田喜久（1955）の記載からすると；subgraywacke

程度のものの多いことが予察される。黒色～暗灰色頁岩は脇野亜層群には普通にみられ，とく

に標式地とその近辺の千石膚と若宮下部層に厚く発達するが，下関亜層群ではきわめてまれ

になる。粒度あるいは色調の差による葉層理を呈する頁岩が関門層群中にはよくみられる。

　石荻質岩・珪質岩：関門層群の砂岩・頁岩には石灰質なもの歩よくある。また，暗色泥灰質

なノジュールが多数並んで含まれたり，場合によっては石灰岩がレンズ状のやや大きい岩体

としてあらわれたりする。これらの中には，密集的あるいは散在的に，7厩pαr粥・BrotiePSis

などの淡水性巻貝やpisolite力弐含まれることがある。豊西地区におけるように，レンズやノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エジュールにとむある厚さの層としては連続性があらても，個々の石灰岩は連続的でない。石
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灰質岩の普通なことと，古生層から由来した石灰岩のcobbleやboulderが，基盤岩類の露

出する場所を離れて相当遠くまで，多量に運ばれていることとは，堆積環境の上で関連があ

りそうにおもえる。（石灰岩礫岩の発達は急速な侵蝕と埋没をしめす変動期堆積物のゆえでも

あろうが。）吉母層最上部にも石灰質小ノジュールに富むところがあり，礫岩の性質ととも

に脇野亜層群に類似してくる。

　成層し，ときに葉層理をしめし，乳白・淡緑・青灰ないし暗灰色を呈する珪質頁岩は脇野

中部・如来田層によく発達し，若宮上部および下部層，ごくまれには千石層と吉母層にも薄

層としてはさまれる。如来田層では石灰質岩と共存したり，局部的に赤紫～緑色の岩層を伴な

ったりする。珪質岩の生成には火山灰の関与することがあると言われ，これもそのようなも

のかも知れないが，明確でない。

　赤色岩：“硯石統”の名の起源になったもので，赤紫色を主とし，緑色・淡褐色・黄灰色

などを伴い，成層状態は良好，赤紫色を示すものは砂岩・礫岩にもあるが頁岩に多い。豊西

層群にはまったくないが，脇野亜層群では如来田層と若宮上部層に，局部的だがやや顕著に

あらわれ，千石層基底にも薄くはさまれることがある。下関亜層群になるとより厚く普遍的

に発達し，塩浜層・北彦島層中の砕屑岩層・筋ケ浜層のいずれにも著しい。いつの場合にも

暗～灰色の普通の岩相と側方に移化しあうが，大まかに把握し，他の層序資料をも補えば，

地層の区分と狭域的な対比には十分利用される。

　従来よく“red　tuff”と呼ばれ，火山活動に直接結びつけられる傾向にあったこの赤色岩

は，なかに明確に火山質なものもあるが，検鏡した範囲の多くは火山砕屑片を含まず，陶

汰良好な石英を主とする粒子を赤鉄鉱ないし褐鉄鉱が埋めるもので，植田芳郎（1957）も指

摘した通り，火山質なる証拠をなにも示さない。それゆえ，鉄分供給の源としては火山活動

が関与するかもしれないが，赤色生成の直接の要因は，植物化石と炭層の欠如・石灰質岩の

発達からも推察されるように，堆積時の気候にあるにちがいない。一般に赤色岩層は季節的

な高温多雨と乾燥の交代する気候を指示するといわれ，小林貞一らによる東亜の中生代貝蝦

類の研究もこれを暗示するようである。

層厚：豊西・脇野・下関各（亜）層群の厚さは，標式地でそれぞれ数100m・1000m・2000m

程度である。formation単位でみると，豊西層群は，堆積論廻の立場からは海進椙的な基底

部・主部・海退相的な上部に3分され，おのおのは標準層序で200～300m，脇野亜層群の各

層と下関最下部の塩浜層一おのおの1輪廻を代表する一の厚さも，100～600m，平均

300m程度である。一一般に盆地周辺部よりも中心部に厚い傾向がある。火山岩層を主体とす

る下関中部以上の厚さは当然ひどく変化する。　、

　以上のべた礫岩一砂岩の性質・非整合のそう入と堆積輪廻の有様・層厚などからすると，

豊西層群におけるよりも関門層群において，より不安定な沈降量の大きい盆地での堆積をし

めし，中生代後期の変動の開始は豊浦・豊西間にあったであろうけれども，豊西末期から脇L

野・下関へかけて，より変動期堆積物の性格をおびてゆくことが予察される。この問題につ

いては堆積岩石学的研究の進展を待ちたい。

　岩相発達を大きく把握してみると，豊西層群下部は豊浦層群の七見相（歌野層に対応する

南方の三角州相）に，最上部は脇野亜層群に類似し，脇野最上部層は典型的な脇野と下関両

相の漸移椙を示し，下関亜層群ではすでに八幡冒類似の酸性火山岩類が一部にあらわれ，八
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幡層自身はつぎの流紋岩・石英斑岩類の活動へ進行する途中の過程を示す，という累進的な

発達が認められる。

　3．．火山僧動
　脇野亜層群では，層灰岩様のみかけをする細粒珪質岩が，雑色岩を伴って，とくに如来田

層によく発達し，その他の層にも若：F量あることはすでに述べた。これらの岩石がどの程度

火山活動に関係するものであるかは，今後の検討にまたなければならないが，火山砕屑片を

含み凝灰質（少くも一部は石英安山岩質）．なものが，すでに千石層の基底から少量はある。

　豊西層群には火山活動をしめす明確な証拠はないが，吉母層中に縞状細粒珪質岩の薄層が

あり，吉母層と千石層が一部同時異相であることからすれぱ，これは千石層基底における微

弱な活動の一表現かもしれない。

　下関亜層群になると，最下部（塩浜層）から安山岩類の礫を多数含み，凝灰岩・凝灰角礫

岩を伴い，旺盛な火山活動の展開を物語るが，それは中期（北彦島層）たおよんでもっとも

激しく，広大な範囲に多量の熔岩と火山砕屑岩の噴出をみせる。初期から中期の初めにかけ

ての活動はhornblcnde　andesite～quartz－bearing　hornblende　andesiteで代表され，とく

に関門地区とその周辺に著しく，西市地区にも同種のものがある。これとほぼ同時期に，山

口県北西部にはdacite～rhyodaciteを主体とする活動がかなり著しい。つづいてpyroxene

andesite～hypersthene　augite　andesite・pyroxene　hornblende　andesiteの系統の活動が，

西中国・北九州の一円に広がり（ただし豊西内日地区では明確なものを欠如），一部には

quartz－bearing　hornblende　andesite～daciteを伴う。後期（筋ケ浜層）になると，山口県

北西部にrhyodaciteの噴出があり，それは陸源砕屑物の量を増す標式地・下関付近におい

ても，凝灰岩ないし火山円礫岩中の多量の礫として表現される。末期（福江層）にふたたび

andesite（酸性～中性？）の盛んな噴出がある。

　以上の順序は少くも北九州から西中国までの間では，どこでもかなり調和的である（中国

地方中部における資料がない）が，南朝鮮の新羅統では（立岩巌1929），鶴峯・採薬山・朱砂

山の3火山岩層ともpyroxene　andesiteが主体をなし，　pyroxene　hornblende　andesiteを始

めの2層の各最上部に伴う程度で，日本側と若干様相を異にする。

　のちの変動と侵蝕のため適確ではないが，下関亜層群の安山岩類をもたらした活動の申心

が，噴出物の厚さと性状から，ある程度推定される。1つは小倉・戸畑・若松の市街地付近

に求められ，そこでは凝灰～火山角礫岩・集塊岩が何層かの熔岩とともに厚く堆積するa

2500mの厚さをもつこの北彦島層は，彦島地区では700mに減じ，豊西内日地区にいたると

わずかに200m程度，しかも豊西内日地区ではpyroxene　andesiteのグ，レープを欠き，筋ケ

浜層についても彦島方面より陸源砕屑物の混入を増し，活動の中心を遠ざかりゆくことが示

される。山口県の西市北西部にも1申心があり，巨大岩塊をもつ集塊岩や火山角礫岩と互層

し移化しあう安山岩が，珊岩をも伴って厚く発達し，これを離れた俵山・滝部・狗雷孫山の

方面では一部のメンバーは尖滅し，角礫岩の発達もわるい。萩市と三隅町の間にも活動の中

心があったにちがいない。熔岩・集塊岩～角礫岩が雑然として厚く集積し，これと密接に大

きな粉岩の貫入がある。厚狭北方にも同様の様相から1中心が考えられる。

　八幡層は流紋石英安山岩類で特長づけられ，砂岩・頁岩は少量しか伴わず，っついて流紋

、
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岩・石英斑岩の広範囲な活動がある。

　4．　化　　石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　吉母層産貝化石は第4表（皿El）にあげてある。この中に洛東一脇野貝化石群の特長種

Bro励psεs紡bαッαs硫とそれに近縁のB．肋bαッαs硫γos勧ηoe戚sが産出すること，および吉母

層上に直接非整合に重なるものが千石層でなく，脇野亜層群上半部の累層であり，千石層は

どこでも古生界を直接おおうことから，T．　MATSUMOTO（Editor　1954）もその可能性を指摘

したように，吉母層（＝領石層群）と千石層は同時異相の関係にあるものとする。豊西層群

と脇野亜層群の関係はこの地方の後期中生界の層序的課題のうち，もっとも重要なものの一

つであるから，今後も裏づけとなる化石資料を増していく必要がある。

　各地区ごとにあげてきた脇野亜層群産動物化石は第7表にまとめられる。代表種は7あか

pαrus　onogoetlsis・BrotiopSis　wakinoensis　rγohoriensis・B．　kobαγαshiiとその亜種・丁冠goπεoεdes

kodαiraiとその亜種・PZ6α吻認oηα肋η8ε7z爵とその亜種・IVIahamuranaia（in’ngshanensisで

あり，洛東貝化石群との共通種がいちじるしく増加した。個々の種の垂直的産出範囲は洛東

におけると必ずしも調和的でなく，・範囲の広がるものが多いことも第7表に示されるが，こ

れはおもに採集精度の差によるのであろう。

　脇野亜層群下部（千石層）と上部（若宮層）の間における化石群集の差は，洛東の資料と

補いあわせ，見かけ上のものを除去すると大きくないが，次にのべる程度の差は見出される。

　1）Brotiop3ts　kobayαshiiの産出が脇野全層にわたる（洛東では下部のみ）のにたいし，そ

れから由来したことが個体発生的にも明白な亜種sins　）tucnsisは，洛東・脇野とも上半部に限

られる。

　2）　Trigo7tioide3　kodαirαu’から新羅統のT．　pαu（isulαatusへすすむ中間的亜種肋4傭α6加詑r－

nee4iUSが，脇野（おそらく洛東も）上半部を特長づける。

　3）　BretiopSis　wakinoenSis　r）rohon’enSisは標式地の脇野亜層群で上下両層から産出するし，

B．　kobrcyαshiiも脇野全層にわたるが，原則として，脇野でも洛東でも，下部にBretiopsisの

比較的大型の種一ωαntnoensis・ωαitinoeπsis　ryO7toriθnSiS，吉母層産kobαorαshii　YoshiM’OenSiS・

領石層群産koba．γαshii　etegαnsも大型一一が圧倒的に多く，上半部に小型のPt－kobαorαshii・

肋6αダαs硫訪町脚蔵8－一が普遍的かつ豊富である。

　4）Plicαtounioについていへば，　nαktongenSisは洛東・脇野ともにその上下両方から産出

し，とくに下部に普通だが，uakton8enSZ’S　muZtipliαczmsは下部にはむしろ稀である（洛東で

は未知）。

　山口県側の脇野亜層群は，以上のような点と堆積輪廻の比較からほぼ若宮層に対比される

わけである。

　下関亜層群では，現在のところ，洛東一脇野貝化石群の一部要素が最下部につづいて産

出するだけで，資料の増加が急務である。新羅統ではTrigonioides　PauCisulcams・Tht’αrα

（Sirαgimelaniα）tateiwαi・T．（S．）tateiwαi　qcutiCostatαが，中上部すなわち大邸層最上位と乾川

里層下部から記載されるが，全羅北道鎮安地方の新羅統・山水洞層と達吉層からは，下関亜

層群の場合と同様，洛東一脇野の一部要素が知られる。

　環境因子が極値をとるとともに生物群集は種数を減じ個体数を増すという法則（THIENE－

MANNの法則）は，脇野貝化石群にもあてはまる。化石群全体としてみても種数は限定さ
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第7表　中国・北九州の関門層群産動物化石表

Gastropoda

　7観P醗灘（Sinetaia　？）enaggenSiS

　　　　　　　　　KoBAYAsHI　and　SUzuKI．．．＿＿

　Cfr，　Bulinzus　rα乃istoensis　SUZUK1＿＿＿．＿＿．．。＿．；’

　Brotiopsis　wakinoen5is　rγoんoriensis　SUZUK菰………

　B，　　aff　wakineensis　rツoltoriεitsis　SUzuKI………

　B．　　　　　乃oうayαs乃ii　SUZUK！・……………・……・…

B．　　　kobaγashii　sinsγuensis　SuzvKI……一・

　Anisus（GYraUIUS？）sp．・・。…鱒・………　………　…鱒・…

Pe王ecypoda

　Trigonteides　kodaira£　K◎BAYASKI・and　SgzgKI……

T．　　　　k◎戯rai　irztermεdius　HASE　MS＿＿＿

　Plicatounio　nαktongensis　KoBAyAsHI　and　SuzuKl＿

P・　　　　　　naktongensis　multiplicatus　SUZUKI……

　P．　　　　　　triαngZilαris　KOBAYAS縦and　SUZUKI…

　P。　　　　　　sp．鍛◎v。？・鱒。…鱒・・。…………　鱒・・鱒・・鱒鱒

　P｛郡ηっdonta　otai　KOBAYASHi　and　SUZUK！…・・一，鱒

　ハlakamuranaiα　chingshanensis（GRABAU）……・・…・

　Limnoparna　sengobuerzsis　HASE　MS………………

　Pelecypoda　gen・et　sp・indet・nov・？・・。・…　。・…鱒・…

Cご篭匪S重acea

　．Euestゐeria　s玉》。（dγb’1r8sgn8emsis　gr◎up）・・。・鱒…韓…・

Pisces

Cfr，　MandiuriChthys　sp．……………………………

C：common　　NR：ぬot魚re
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○
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　　　　　　　　　　　　　i

れ，特定の種の個体数はきわめて多いし，個々の産地ごとにみても7厩ραr勘3・ZVakamuranaiα・

BrotiopSi3の各種は，他種を排斥して一種のみの純群叢，あるいはわずかに他種を混在させ

る程度の群集をつくる場合が多い。BrotiOpSisにみられる脇野下部より上部への媛少化の現

象も，淡水域の継続という環境の一そうの特殊化によって説明されよう。

　5．近接する他地域との対比

　広島・岡山県境地帯に分散するいわゆる硯石層群は，楠見久によって研究されており，ま
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だ全般的な地質の詳報はないが，笠岡北方・稲倉地域の層序が標式になるらしい。この“稲

倉硯石層群”は，今村外治・楠見久（1951）によれば，粘板岩と変輝緑岩からなる古生層上

にごく緩い盆状構造をとって発達し，中間の非整合によって上下2層に分けられる。下部層

は若干の赤紫色岩を伴う基底礫岩層（西ノ谷礫岩）から，少量の砂岩をはさむ黒色頁岩層

（山地頁岩）へうつる王輪廻の累層で，厚さ最高15◎m，普通tWlOm以下，上部層（石槌山

凝灰岩）は薄い非連続的な礫岩をもって山地頁岩の異なる層準をおおい，赤紫～緑色“凝灰

岩”を主体として典型的硯石相をしめし，厚さ約60m。以上を西中国のものにくらべると層

厚ははるかに薄く，摺曲度も弱いが，層序の状態はかなりよく調和する。

　山地頁岩から今村外治教授と楠見久氏の採集した化石をわたくしが調べたところ，貝類で

は（ここでも種数少く個体数はきわめて多い）

　　　Yiviparess（Sinotαia　？）onogeerrsis　KOBAyASHI　and　SUZUKI

　　　．ZVakamuranaiα　chingshαnensis（GRABAU＞

の2種が認められる。貝蝦類については，種々の型を識別して，その中に慶尚貝蝦化石群の

要素が存在することを指摘したことがある（長谷1948）が，その後，南満洲通化地区庫倉溝産

の貝蝦化石群（T．KOBAYASHI・H．　KUSUMI　1953）が報告されるにおよび，これにもっと

もよく類似することを知った。すなわち，わたくしの予察的に検討した結果では，山地頁岩

産貝蝦類にはつぎのものがみられ，

　L　Eese3theri6　nenkSangerzsis　hestsangkouensis　（KOBAYAsm　and　Kususu）

　2．E．　　　asαnoi（KoBAYAsHl　and　KusuMI）subsp．　n・v．？

　3．E．　　　　乃γδn8sαngensis（KOBAyAsm　and　KIDo）Subsp。　nov．？

　菟　E．㈹　　1αtG（KOBAYAsm　aRd　Ku§UMI）

　5．Cfr．　Esthθritθs　nαkton9θnsis　KoBAyAsm　and　Kmo

　6。CyO必εstんerioides　proamuremsis（KoβAYASHI　and　KusUMI）

　7。　（∴　　　　　　　　　sp．　ftov。？

このうち1・2・4・6は，庫倉溝産のものにほぼ同定されるかあるいは近縁であり，5は

産出が稀で標本も不良だが，慶尚層群産のものに比較され，3は庫倉溝と慶尚の両方に近似

種をもつ。庫倉溝化石群は，一方では松花江化石群に，一方では羅子溝ないし慶尚化石群に若

干の関連をもつとされるが，ともかく特異な貝蝦化石群である。詳しい研究は楠見によって

続けられており，その成果を期待したいが，上にあげた巻貝・二枚貝および貝蝦化石からは，

それが慶尚化石群に比較されるであろうという以上に細かい対比は現在の段階では困難であ

る。しかし層序関係と岩相をもあわせ考察すると，稲倉層下部層は脇野亜層群上半部に，上

部層は下関亜層群塩浜層に対比するのがもっとも妥当であろう。

　脇野・下関両亜層群間の非整合は稲倉層申に表現されるばかりでなく，申部申国の各地に

存在するらしい。中国地方には塩浜層相当の堆積岩層のほかにいわゆる粉岩が諸所に分布す

る。西申国でそうであったように，このなかには北彦島層相当の安山岩・火山砕屑岩が多い

にちがいない。稲倉層上に不整合に広がる流紋岩は，岩質と層序関係の記載からすれば八幡

層類似であり，同種のものの分布はさらに広いらしい（仙酔層など）。

　慶尚層群の層序は，立岩巌（1929）によって確立されたものがその後の諸論文に引用され

る。脇野亜層群の千石・如来田・若宮下部・若宮上部の4層が，岩相上洛策統の4層，すな

わち，暗色頁岩・砂岩を主とし礫岩を伴う錦舞（洛東）層，赤紫色頁岩・砂岩と礫岩からな

り，しばしば石灰質かつノジュールにとむ霞山洞層，暗色頁岩・砂岩互層からなる晋州層，
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赤紫色頁岩から砂岩へうつる漆谷層の4層にそれぞれ比較されることを，太田喜久（1953）は

論述した。その後の日本側における調査の拡大と，とくに化石資料の増加はこの論の妥当性

を強める。化石については前節にのべた通り，下半部と上半部に2分した程度の対比が確実

さをもって可能である。

　下関亜層群以上は化石資料の不足のため，層序関係と岩相・とくに非整合と火山岩層の位

置一さいわいにして両地域でかなり調和的である一…を目やすにして，一応の比較が試み

られるにすぎない。基底の局部的非整合と顕著な礫岩の発達で特長づけられる塩浜層を，同

様の性格をしめす八達（新羅）礫岩層にくらべ，主要火山岩層・北彦島層を，鶴峯”班岩”

層一採薬山”粉岩”層（朝鮮ではこの間に赤紫～暗灰色頁岩を主とする厚い大邸層がはいる）

に対比させ，北彦島・筋ケ浜両層間の局部的非整合を採薬山・乾川里両層間のそれにくらべ，

最上部の福江火山岩層を朱砂岩”現岩”層に対比させておく。3節にのべたように火山岩の性

質は日本側と朝鮮側でいくらか異り，各累層の厚さは朝鮮側に厚い。

　北陸・飛騨地方の手取層群との対比については問題が多い。一方ではPlicαtOunioないし

Nippononaia（領石層群から既知），およびハ励αz㎜rαη磁様頁化石が石徹白亜層群から発見さ

れており，他方では保存不良かつごく少数の個体で明確さを欠くが，Cfr．（IOrbicuZa　tetOriensis

・Cfr．　C．　antiguα（いずれも手取非海棲貝化石群の特長種）とされるものが豊西層群にあり，

また脇野亜層群産7劾pαr粥も手取産V．　emogoenSisと同種であろうから，石徹白亜層群と脇

野亜層群の少くも一部が対比される可能性はきわあて強い。厳密な対比を行うには資料不充

分だが，私見では石徹白亜層群の上半部くらいを千石層＝吉母層に一応対比させておきたい。

　洛東一脇野貝化石群の一部要素が，熊本県八代地域（松本達郎・勘米良亀齢1952，T．　MA－

TSUMOTO，　Editor　1954）の高知統・川口層上部　　BrotiopSts　kobaOrashii　eLegans一と・下部

宮古統・日奈久層基底部一B．　cfr．　kobαorashii　・　IVIakamuranαiα　chingc・hαnensis，新羅統の特長

種に近縁のThiαrα（Sirαgimelaniα）aff．ノαρ07zδcαを共産一一・一一一一から報告されていることは，西

南日本外帯の海成層との対比上重要である。

　6．地　質　構　造

　地質構造の特性はつぎのように要約される。豊西・脇野・下関の各（亜）層群は互に平行

の関係にあって構造様式に本質的差違はなく，NEE－SWWないしE－W方向に軸をもつ

弱～中程度の圧縮度の摺曲をくりかえす。八幡層は関門層群の向斜部に近く位置し，それ自身

も緩い摺曲を形成する。豊浦層群を基盤とし豊西・脇野・下関とジュラ・白璽紀の諸層群が

次次に累重するところ一豊西内日地区一では，摺曲度はおおむね中庸，局部的には直立

ないし急傾斜の逆転構造を示すこともあるが，豊西層群を欠き関門層群が直接前期中生界と

くに古生界上にのるときは，摺曲度は弱い。しかしその場合でも，小倉地区・西市滝部地

区におけるように，基盤に近い周縁部では緩傾斜をもって重なるが（周辺構造は除外），基盤

をはるかに遠ざかると申庸の強さの摺曲をみせる，というのが通則である。

　一義的主摺曲軸として南から北へつぎのものが認められる。

　a）下関市街地北部より厚狭川川口にいたる向斜一一北九州の関門層群は一般走向NEE

－SWW（西端・旧山口村地区ではNW－SEに変る），南側に露出する基盤との境界近くで

は，スラストを主とする周辺構造（松本達郎1951・太田喜久1955）が発達し，基盤を離れる

tと，申規模の摺曲による地層の反復がかなりひんぱんにあるが，大観すれば南に脇野亜層群
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が広がり，北すなわち若松・戸畑・彦島に下関亜層群が分布する。向斜北翼では豊西内日地

区南半部に，豊西・脇野・下関の各層群が副次的摺曲をみせながらも北から南へ順次重なる。

　b）吉母より高地峠へいたる背斜一一一一9西内日地区の中部をE－Wに走り，吉母ではドー

ム構造をとって豊西層群が，高地峠方面では急傾斜の逆転構造をとって豊浦層群までがあら

われる。厚狭町では三畳系の広い露出が軸部にあたり，その両側・厚狭盆地北部と厚狭川川

口付近に関門層群がある。

　b・cの背斜間には，規模のやや劣る摺曲があるらしい一一六万坊山の向斜・六部山の背

斜・華山狗留孫山の向斜一一が，花闘岩・現岩の広い貫入のため詳細不明。

　c）神玉一滝部南一殿居南の背斜一NWに近い走向をとり，軸部に脇野亜層群がひろく

分布する。

　d）豊浦・大津郡境山地の向斜一関門層群の盆状構造の上に八幡層が広がる。この向斜は

断層で変位しつつ，NEE方向に俵山北部から花尾山・天井山・桂木山・萩市南方へつづき，

この南側にはひろく基盤が露出する。

　e）三隅・三見海岸部の背斜一一軸部に脇野亜層群があらわれる。

　大きな背斜の両翼で岩相がかなり異なることがある。小倉南部の背斜では，南翼に顕著な塩

浜層の赤紫色岩層が北翼で発達せず，南翼には薄い若宮上部層の礫岩が北翼で厚い。上記b）・

c）の主背斜についても，おのおの南翼では赤紫色岩層が顕著なのにたいし，北翼では灰～暗

色砂岩・頁岩層がこれにかわる。このような現象は偶然的なものでなく，堆積の続行中に徐

々に摺曲が形成されつつあったことを暗示するのではあるまいか。

　後成断層としてはNE性のものとNW性のものがいちじるしく，ある程度等間隔をおいて

周期均にあらわれることが多い。関門層群にたいしては大きな変位を与える断層の延長で，

八幡習はほとんど変位していない場合があるのは，なお精査を要するが注目すべきであろう。

　7．地　　史

　地史についてT・MATSUMOTO（1949）は，ジ箔ラ末期から白璽中期頃にいたる長い期間

が，全体として，構造的変形と岩漿活動を伴う変動紀であり，構造的変形は短期に完成され

ずして，この期間中に遂次進行したとのべ，その進行中，とくに表現の著しい階梯として，

1）豊浦後・豊西前，2）豊西堆積中，3）豊西後・硯石前，4）硯石堆積中すなわちその

上下両亜層群の間・現岩前，5）硯石および現岩後・酸性岩前，の5をあげた。

　第1図版に示すような層序の整理と対比の成立によって，この地質発達の階梯は，その時

期と表現をより明確にされた。すなわち次の通りである。

　1）豊浦後・豊西前；下位層群の一部の削剥と顕著な基底相の発達をともなう豊浦・豊西

間の非整合により認識される。堆積輪廻は更新され，堆積物は礫岩のひんぱんなそう入で特

長づけられる。

　2）豊西堆積中；北九州では古生界をおおう千石層の発達によって示される脇野盆地の新

生がこの階梯にあたる。西中国における吉母湾は存続して堆積を続行させるが，吉母層上部

には軽微な侵蝕面と礫岩のそう入がある。微弱な火山活動の開始もあるらしい。

　3）豊西後・脇野中期；北九州の脇野亜層群中では，局部的非整合と薄い礫岩の存在とし

てしふ表現がないが，西中国では豊西層群と脇野上半部の累層との間の非整合一一顕著な基

底礫岩の発達と豊西上部の削剥一，さらにこの脇野上半部の累層の基盤岩類上への覆蔽に
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よって強く表現される。すなわちこれは吉母湾の消失と脇野盆地の東方への拡大である。こ

の少くも中部中国にまで及ぶ大拡張が，一時期に行われたのか，脇野中・後期の間に継起的

に行われたのかについては問題がある。

　4）　脇野後・下関前；脇野亜層群の一部の削剥，下関亜層群基底部における普遍的かつ顕

著な礫岩の発達，後者の基底岩類上への覆蔽。いいかえれば脇野盆地から硯石盆地への若干

の拡大であり，火山活動の旺盛な展開と後背山地の地形の急峻化をともなう堆積輪廻の更新

である。

　5）下関中期；北彦島・筋ケ浜両層間の局部的非整合と筋ケ浜層における顕著な礫岩の発

達として表現される。

　6）下関後・八幡前；下関・脇野両亜層群の相当量の削剥，火山活動の輪廻の更新。ある

種の摺曲および断層運動もあるらしい。

　7）八幡後；八幡層の摺曲で示される。

　以上の諸階梯のうち，どれがもっとも変動量の大きいものであるか，言いかえればどの階

梯が激動期にあたるかということの論断は容易でない。第2と第3の階梯は，小林貞一の大

賀時階にほぼ相当し，松本も古地理的性格からいえば，堆積盆地の新生と拡大をもって見か

け上顕著であることを述べている。しかし吉母層と千石層が対比される今日では，第2の階

梯は西申国における豊西層群堆積中，第3の階梯は北九州における脇野亜層群堆積中におか

れることになり，そのような一方で堆積の続行されている盆地内では，両階梯とも運動の表

現は決して大きくない。

　第4の階梯も，その時期の非整合が中部中国と南朝鮮の各地に存在することからすれば，

かなり広域的であるにもかかわらず，脇野と下関・洛東と新羅はそれぞれ互に密接な関係を

もち，漸移整合的な場合さえある。第5の階梯は表現が弱そうだが，筋ケ浜層と乾川里層が

対比されるものとすれば，同時期の非整合は南朝鮮にも存在することになろう。

　第6ないし7の階梯は，下関亜層群が脇野を伴って中程度の摺曲を示すことと八幡層自身

の禰曲からみれば，構造的に重要である。

　8．　あ　と　が　き

　以上，層序と構造を総括し，地史に言及してきた。この論文で取扱った主体は，各地の層

序と構造の記載であるが，全体を総括してみると，これらの基礎に立って，今後研究を進展

さすべき重要な興味ある問題の生じてくることに気づく。第一に化石層序学の進展，とくに

上半部における資料の増加に努力すべきであり，火山活動の性格の究明，堆積岩石学と層序

学の結びつきにも課題がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　〔付　言〕

　関門層群と下関亜層群の名称は松本達郎（1951）によって提案されたが，ふるくから親しまれている“硯

石”層群を地層名として生かすべきだという反対意見もある。硯石層群というとわたくしたちは赤紫色

岩層を想起する。そして脇野亜層群として一括されるべきもののなかにも雑色岩が発達し，従来硯石層

群とされていたものの一部にも脇野亜層群があることが分った今日，硯石層群という名称は，下関亜層

群のみを指すのか脇野亜層群をも含めたものを指すのかという点で，混乱をまねきやすい。再定義して

使うとしても，下関亜層群に限れば局部的に顕著な脇野亜層群中の雑色岩を無視することになり，関門

層群にたいして使えば千石黒色頁岩層をも含めざるをえず，脇野＝洛東・硯石＝新羅という従来の慣習

に混乱を与え，好ましくない。硯石の名は，そのもともとの意味からして，赤紫色岩を主体とする特殊

な相の名として，あるいは堆積盆地の名として生かした方がよいとおもう。
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第1図版西申国・北九州の後期中生界層序表

第2図版福岡県直方市西方百合野地区の地質図および地質断面
　　　　　図

第3図版百合野地区の脇野亜層群柱状図

第4図版福岡県小倉・八幡南方地区の地質図および地質断面図

第5図版小倉・八幡地区の後期申生界柱状図

第6図版山口県彦島・下関西南部の地質略図
　　　　同じく関門層群柱状図

第7図版山口県豊西・内日地区の地質図および地質断面図

第8図版豊西・内日地区の豊西層群柱状図

第9図版豊西・内日地区の関門層群柱状図

第10図版山口県西市・滝部・俵山地区の地質図および地質断面
　　　　　図

第11図版西市・滝部・俵山地区の関門層群と八幡層の柱状図

第12図版山口県萩・三隅地区の地質図および地質断面図

第13図版萩・三隅地区の関門層群と八幡層？の柱状図

第14図版山口県厚狭北西部の地質図
　　　　　同じく関門層群の柱状図
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